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事 務 局

総 務 部

市 民 生 活 部

市 民 福 祉 部
（ 福 祉 事 務 所 ）

観 光 商 工 部

農 林 水 産 環 境 部

建 設 整 備 部

上 下 水 道 局

国 見 総 合 支 所
瑞 穂 総 合 支 所
愛 野 総 合 支 所
千 々 石 総 合 支 所
小 浜 総 合 支 所
南 串 山 総 合 支 所

事 務 局

事 務 局
（ 兼 ） 事 務 局
（ 兼 ） 事 務 局

助 役

助 役

教 育 長

議 会

市 長

教 育 委 員 会

農 業 委 員 会
監 査 委 員
選 挙 管 理 委 員 会

企 画 課
秘 書 広 報 課
人 事 課
財 政 課
管 財 課
情 報 統 計 課
市 民 課

税 務 課
保 険 年 金 課
健 康 づ く り 課
福 祉 課

保 護 課
観 光 課

商 工 労 政 課
ま ち づ く り 課
農 林 水 産 課
環 境 政 策 課

監 理 課
農 漁 村 整 備 課
道 路 河 川 課
建 築 課
用 地 課
水 道 課
下 水 道 課

（農集排含む）
会 計 課

雲 仙 出 張 所

総 務 課
学 校 教 育 課

生 涯 学 習 課
ス ポ ー ツ 振 興 課

瑞　穂　斎　苑
丸　尾　斎　苑

国見食肉センター
小浜クリーンセンター

給 食 セ ン タ ー
遊 学 の 里

土 黒 保 育 所

（兼）国民宿舎・望洋荘

千 々 石 幼 稚 園

新
市
建
設
に
向
け
た
組
織
強
化
や
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
柔
軟
な
組
織
体
制
の

整
備
の
た
め
、
7
月
1
日
に
組
織
再
編
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
組
織
の
し
く
み
と
業
務
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

千々石庁舎

愛野庁舎

愛野庁舎

◎雲仙市の組織図

７月１日
組織再編
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議長会／公文書開示／議員派遣／儀式・交際／行政調査
／議員報酬等
本会議／各委員会／議員協議会・議会運営委員会等／議
決結果／会議録の調製／請願・陳情／議員提出案件・意
見書等／議会広報
基本構想・基本計画・振興実施計画等／行政評価／男女
共同参画／土地利用計画調整／文化行政／広域行政
合併後の管理・調整／地域審議会／新市建設計画／国際交流事業／
少子化対策／定住促進対策／非営利活動法人／移動市長室
市長・助役秘書／ほう賞・表彰／名誉市民・功労者／儀式・交際
政策広報／広報紙／ホームページ／広聴／情報公開・個
人情報保護／市勢資料調査・収集・整備
職員任免・懲戒等／給与／職員研修／公平委員会
行政区域／条例・規則／行財政改革／公告／指定管理者制度
予算編成・執行管理／財政白書／各種譲与税等／公共事
業施行状況調／地方交付税（需要額）
市有財産の管理／契約事務の総括／税外収入
電子計算機処理情報管理／システムの企画・導入・維持／
情報通信網の整備・運営／電子情報の保護・管理
指定統計調査／統計刊行物の編集・発行／統計資料の調
査・収集・整備・供用
市民相談窓口／行政不服審査・訴訟・和解・調停／人権・
平和施策／行政協力員／消費生活相談・啓発・情報提供
／瑞穂斎苑・丸尾斎苑／選挙管理委員会
交通安全対策／防災／防犯・暴追／自衛官募集
人口動態調査／戸籍・住民基本台帳・各種証明書／印鑑
登録／外国人登録／異動人口調査等各種統計調査／埋火
葬及び改葬許可
税務行政調整／納税の啓発・宣伝／市税等の徴収・収入
整理／市税の口座振替
市県民税／軽自動車税／たばこ税／法人市民税／入湯税／
鉱産税／国民健康保険税
固定資産税／固定資産評価員／土地家屋・償却資産の調
査・評価／地籍調査関係
市税及び国民健康保険税の滞納処分・公売処分
国保事業全般／国保運営協議会／国民年金事業の総括
老人保健医療事務／老人保健医療費助成事務
健康づくり事業／食生活改善／精神保健／健康診査／予
防接種／原爆被爆者関係／歯科保健／献血／救急医療／
老人保健事業
福祉事務所／民生児童委員／災害弔慰金・見舞金／社会
福祉法人／旧軍人軍属・戦没者／福祉医療
身体障害者（児）・知的障害者（児）支援／精神保健福祉／
障害者の社会参加推進／身障者手帳交付／障害者関係施設

議 会 事 務 局

総 務 部

市 民 生 活 部

市 民 福 祉 部
（福祉事務所）
（ 愛 野 庁 舎 ）

企 画 課

秘 書 広 報 課

人 事 課

財 政 課

管 財 課

情 報 統 計 課

市 民 課

税 務 課

保 険 年 金 課

健康づくり課

福 祉 課

総務班

議事調査班

企画政策班

地域振興班

秘書班

広報班

人事給与班
行政班

財政班

契約管財班

情報電算班

統計班

市民生活班

市民安全班

戸籍班

管理班

市民国保税班

固定資産税班

滞納整理班
国保年金班
老人医療班

健康づくり班

市民福祉班

障害福祉班

主な業務部局名 課　名 班　名

◎本庁の業務
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児童手当・児童扶養手当・特別児童扶養手当／学童保育／保
育所入退所／保育料／母子・寡婦／母子福祉金／土黒保育所
老人クラブ／在宅高齢者／高齢者自立支援／敬老祝金／
養護老人ホーム入退所／介護保険
生活保護事務
観光事業企画等／観光施設整備／観光姉妹都市／国民宿
舎「望洋荘」
観光客の誘致／観光の宣伝・紹介／観光イベント／農漁村交流
商工振興／大規模小売店舗立地法／中心市街地活性化／
商店街等振興対策／中小企業支援
地域提案型雇用創造促進／雇用の促進／求人・求職／出
稼ぎ対策
企業誘致／新産業の創出及び育成／産業立地促進
まちづくりの企画・立案／景観法／沿道修景・街路灯の整備
都市計画法／土地区画整理／都市公園建設維持補修／街
路の計画・工事
地産地消／物産流通／特産品開発
農業行政振興／農業振興計画／農作物生産振興／地域循
環型農業／営農指導／土地改良事業営農対策／水稲の生
産調整／中山間地域直接支払制度／農業用廃プラスティ
ック処理／農業経営改善／農業関連施設の維持・管理
畜産振興／家畜伝染病関係／家畜糞尿関係／小浜資源リ
サイクルセンター
林業・水産業振興／漁港使用許可／市有林管理／林業経営
改善指導
環境保全／公害防止／墓地／犬取締・狂犬病／廃棄物／国
見食肉センター／共同温泉浴場／小浜クリーンセンター
公共土木施設整備計画／土地改良事業／土地改良区
道路河川水路等境界立会／道路占用許可／道路・橋りょ
う・河川・水路の管理／港湾関係／市道認定廃止／法定
外公共物／市営住宅
農村整備／農林道新設・改良／圃場・灌漑排水施設／漁
港整備／農漁業施設維持管理／農漁業施設災害復旧
道路、橋りょう新設・改良／災害復旧工事／道路・橋り
ょう維持補修
河川、水路維持管理／災害復旧工事／砂防関係／急傾斜
地崩壊対策／一般公共海岸／水路等公共物使用許可
市有建築物の設計・工事等／建築基準法に基づく事務／
建築物の違反防止・是正
事業用地の取得・登記
水道業務総合企画調整／水道料金の徴収等／量水器の検針
等／指定給水装置工事事業者の指定／地下水取水規制／専
用水道及び貯水槽水道
水道施設の設計施工及び監督／水道の水質／水道施設の給
水装置／給水装置工事の申請・検査／水道施設の維持管理
受益者負担金／下水道使用料／排水設備資金貸付／下水
道台帳整備等
下水道事業の計画・整備／排水設備業者の認定／排水設
備工事の申請受付・指導・検査／合併浄化槽関係

市 民 福 祉 部
（福祉事務所）
（ 愛 野 庁 舎 ）

観 光 商 工 部

農林水産環境部

建 設 整 備 部

上 下 水 道 局
（ 愛 野 庁 舎 ）

福 祉 課

保 護 課

観 光 課

商 工 労 政 課

まちづくり課

農 林 水 産 課

環 境 政 策 課

監 理 課

農漁村整備課

道 路 河 川 課

建 築 課

用 地 課

水 道 課

下 水 道 課

児童家庭班

高齢者福祉班

保護班

観光企画班

誘客対策班

商工振興班

雇用対策班

企業誘致班
まちづくり班

都市計画班

物産振興班

農業班

畜産班

林務水産班

環境班

基盤政策班

管理班

整備維持班

道路班

河川砂防班

建築指導班

用地班

管理班

給水班

管理班

工務班

主な業務部局名 課　名 班　名
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指定金融機関／財産の記録管理／公金の収納／歳計外
現金・有価証券の出納保管／歳入決算の調製・決算書
の作成／歳入調定審査
公金の支出／現金の記録・管理／資金の管理・運用／
支払口座振替依頼書／小切手の振出し／歳出決算の調製・
決算書の作成／物品の出納・保管
教育委員会等会議／規則の公布／学校の予算及び決算／
教育財産の管理／学校施設の管理／市費負担職員の任免・
服務・研修
教育施策の企画・調整／教育に係る調査・統計／教育
委員会の広報／奨学資金
学校の経営管理・学級編制／学校の教育課程・学習指導・
生徒指導及び進路指導／教科書・教材等の整備／千々
石幼稚園
児童生徒の就学／通学区域の設定・変更／就学援助／
特殊教育就学援助／幼稚園児保育助成
生涯学習の企画・推進／社会教育関係団体／青少年健
全育成／家庭教育／視聴覚教育／人権・同和教育／芸
術文化活動推進
文化財の保護及び保全／埋蔵文化財の調査・普及啓発／
文化財保管施設の管理／重要伝統的建造物群保存地区
の保存
社会体育に関する企画・調整／社会体育・レクレーショ
ンの普及奨励・振興／スポーツ教室の計画・実施／地
区スポーツイベントの調整／遊学の里
学校体育の指導／学校保健及び学校安全／食育／学校
体育団体／給食センター（学校給食）
建議及び諮問・答申関係／農地基本台帳の整備・管理／
農地情報収集・提供／委員選挙人名簿登載申請作成事
務／諸証明／土地利用農業活性化対策／農業制度資金
融通指導推進／農業者年金／国有農地事務／標準小作
料／農業生産法人／農地流動化・合理化関係
農地等の利用関係の調整・自作農創設維持／農地等の
交換分合／農地等斡旋・争議防止／農地無断転用防止
対策／農地利用調整
監査の計画立案・調整／住民監査請求に基づく監査／
事務事業監査／出納検査及び決算審査／財政援助団体
等の出納その他事務執行の監査
明るい選挙推進・選挙啓発／公職選挙法による選挙／
農業委員会委員等の選挙／直接請求・住民投票／検察
審査員候補者選定事務指導

農 業 委 員 会 事 務 局

監 査 事 務 局 （ 兼 ）

選 挙 管 理 委 員 会 （ 兼 ）

教 育 委 員 会
（千々石庁舎）

会 計 課

総 務 課

学 校 教 育 課

生 涯 学 習 課

スポーツ振興課

収入班

支出班

総務班

企画調整班

教育指導班

学事班

生涯学習班

文化財班

スポーツ振興班

学校保健体育班

総務農政班

農地班

監査指導班

主な業務部局名 課　名 班　名
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豊
か
な
大
地
・
輝
く
海
と
　
ふ
れ
あ
う
人
々
で
築
く
　
た
く
ま
し
い
郷
土

雲
仙
市
の
誕
生
記
念
式
典
が
、
６
月
４
日
に
南
串
山
町
の
ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
県
や
近
隣
市
の
関
係
者
な
ど
5
0
0
人
が
出
席
。
雲
仙
市
の
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

内
７
つ
の
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
に

よ
る
合
同
演
奏
で
始
ま
っ
た
式
典

で
は
、
市
町
村
合
併
功
労
者
に
対

し
、
総
務
大
臣
表
彰
や
長
崎
県
知
事
表
彰
、

雲
仙
市
長
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。市

長
は
式
辞
で
「
今
こ
そ
市
民
の
鋭
気
を

結
集
し
、
合
併
市
町
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と

な
り
う
る
雲
仙
市
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
」
と
決
意
。
祝
辞
で
、
金
子
県
知
事
は

「
行
政
、
議
会
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
一
体
と

な
り
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推

進
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
３
月
に
決
ま
っ
た
「
市
の
花
」

雲
仙
市
誕
生
記
念
式
典

市

↑社会福祉法人南高愛隣会
一心太鼓による太鼓の披露

↑国見町神代楠高地区の郷土
芸能「鳥刺し」

緑の少年団の西本美咲さん（吾妻町）と、木本冴さ
ん（吾妻町）に市の花・木の苗が手渡されました
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「
市
の
木
」
の
紹
介
を
行
い
、
市
の
豊
か
な

自
然
環
境
の
保
護
に
努
め
て
も
ら
う
こ
と
を

願
っ
て
、
緑
の
少
年
団
代
表
２
人
に
、
市
の

花
・
木
の
苗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
市
民
に
よ
る
郷
土
芸
能
や
太

鼓
の
披
露
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

市町村合併功労者総務大臣表彰
長崎県市町村合併功労者知事表彰　受賞者

●旧町長 ●旧町議会議長
渡邉　秀孝（国見町） 中村　五良（国見町）
斉藤　正次（瑞穂町） 岩下　　勝（瑞穂町）
浦川　康二（吾妻町） 東原　　貢（吾妻町）
松浦　末利（愛野町） 荒木　榮喜（愛野町）
町田　義博（千々石町）中山 寛二（千々石町）
松藤　壽和（小浜町） 金澤　　壯（小浜町）
松本　安男（南串山町）井上　武久（南串山町）
吉田　良茂（瑞穂町） 酒井八洲仁（国見町）
床井　一郎（千々石町）片山　利幸（瑞穂町）

長崎県市町村合併功労者知事表彰　受賞者

●旧町議会副議長 ●旧助役
岑　　幸暁（国見町） 植田　政信（国見町）
進藤　一廣（瑞穂町） 宮E清四郎（瑞穂町）
竹下　靖憲（吾妻町） 伴　　幸信（吾妻町）
前川　　治（愛野町） 中古賀繁之（小浜町）
町田　　誠（千々石町）中村　　工（南串山町）
関　　助義（小浜町） 加藤　孝明（南串山町）
松岡　征男（南串山町）
柏原　政弘（瑞穂町）

●旧議会合併特別委員会委員長
吉田　　智（国見町） 村上　敬一（千々石町）
室田　和昭（瑞穂町） 増山　良三（小浜町）
柴田　安宣（愛野町） 緒方　康信（南串山町）

市長感謝状　受賞者

●旧合併協議会委員
岡　　泰正（国見町） 田尻　虎夫（愛野町）
藤本平八郎（国見町） 沖山恵美子（愛野町）
小嶺由利子（国見町） 山中　一樹（千々石町）
力田　輝明（瑞穂町） 木戸　　昭（千々石町）
宮E賢太郎（瑞穂町） 林田タエ子（千々石町）
林田　慈江（瑞穂町） 七條 健（小浜町）
C原　俊介（吾妻町） 増田　弘司（小浜町）
岩永　　薫（吾妻町） 草野有美子（小浜町）
前田　節子（吾妻町） 三木　直義（南串山町）
幸田　稲男（吾妻町） 寺田　宗徒（南串山町）
菖蒲田久人（愛野町） 和田　桂子（南串山町）

●旧合併協議会監査委員
池田　正義（吾妻町） 田中　正孝（小浜町）

●旧合併協議会幹事
松永　　篤（時津町）

表 彰表 彰
受賞者は次のとおりです。（敬称略）

市の木
「ヤマボウシ」
（山法師）

市の花
「ミヤマキリシマ」
（雲仙つつじ）



第４回

移
動
市
長
室
小  浜

市
長
が
動
く
、

市
長
が
動
く
、

　
　
ま
ち
が
変
わ
る
、

　
　
ま
ち
が
変
わ
る
、

　
　
　
　
み
ん
な
で
変
え
る
。

　
　
　
　
み
ん
な
で
変
え
る
。

市
長
が
動
く
、

　
　
ま
ち
が
変
わ
る
、

　
　
　
　
み
ん
な
で
変
え
る
。

雲仙浄化センター

　昭和５１年から事業が始められ、昭和６１
年度末から供用開始しています。稼動か
ら２０年が経過しています。

小田山分校授業風景

現地視察現地視察
　第４回目となる「移動市長室」を　第４回目となる「移動市長室」を

５月５月2929日に小浜町で開催しました。日に小浜町で開催しました。

今回は行政施設を訪問しました。今回は行政施設を訪問しました。

現地視察
　第４回目となる「移動市長室」を

５月29日に小浜町で開催しました。

今回は行政施設を訪問しました。

太田校長（写真中央）から学校の状況に
ついて説明を受けました

管理棟の機械室で処理の流れについて説明を
受けました

雲
仙
市
立
木
指
小
学
校
　
小
田
山
分
校

明
治
　
年
 
設
立

昭
和
　
年
 
現
在
の
校
舎
が
完
成

平
成
　
年
 
分
校
百
周
年

　
現
在
、
児
童
２
人
、
職
員
１
人

（
５
・
６
年
複
式
学
級
）

　
一
人
の
先
生
が
、
一
つ
の
黒
板
を

使
い
、
別
々
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　
「
地
元
か
ら
統
合
の
話
は
出
な
い

の
で
す
か
」
と
の
質
問
に
、
太
田
校

長
は
、
「
あ
り
ま
せ
ん
。
百
年
と
い

う
伝
統
。
そ
れ
に
、
遠
足
や
修
学
旅

行
、
A
L
T
の
授
業
な
ど
は
本
校
の

生
徒
と
一
緒
で
、
普
段
か
ら
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
予
想
以

上
に
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
す
」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

小
浜
町
資
源リサ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
平
成
　
〜
　
年
度
、
小
浜
町

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
畜
産
環
境
整

備
事
業
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

ド
ー
ム
型
の
こ
の
施
設
は
、
ホ

テ
ル
、
旅
館
か
ら
出
る
生
ご
み

と
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら

搬
入
さ
れ
る
し
尿
汚
泥
を
、
牛

糞
と
一
緒
に
処
理
し
、
堆
肥
と

し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

ドーム型の「資源リサイクルセンター」

１３

１４

３６６３１５

●広報うんぜん
平成18年７月8
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若
葉
会

6

私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手

で7

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
の
方
々
の
健
康

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
内

容
は
、
高
齢
者
の
食
生
活
講
座
、
ヘ
ル
ス
サ
ポ

ー
タ
ー
21
事
業
、
親
子
食
育
教
室
、
市
の
健
康

づ
く
り
協
力
事
業
支
援
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
議
会
の
一
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
か
ね
会

12
団
体
か
ら
な
る
小
浜
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
は
、
お
互
い
の
会
の
活
動

内
容
を
報
告
し
、
理
解
し
あ
っ
て
、
協
力
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
よ
う
と
発
足
し
ま
し

た
。
若
葉
会
、
湯
遊
会
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
会
、

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
、
湯
の
華
会
な
ど
が
あ
り
、

県
主
催
の
研
修
に
参
加
し
た
り
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
へ
の
協
力
や
清
掃
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
だ

り
し
て
い
ま
す
。

婦
人
会

会
員
3
5
0
人
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
３
年
ほ
ど
前
に
飛
子
地
区
か
ら
40

人
ほ
ど
の
加
入
が
あ
り
平
均
年
齢
が
下
が
り
ま

し
た
。
独
居
老
人
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て

26
年
目
を
迎
え
ま
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
、
環
境
美
化
の
た
め
の
空
き
缶
回
収
、
E
M

菌
を
混
ぜ
た
発
酵
液
を
河
川
に
流
し
た
り
、
生

ご
み
処
理
の
ボ
カ
シ
を
作
っ
た
り
し
て
、
生
ご

み
の
減
量
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

子
ど
も
た
ち
が
質
の
高

い
本
に
触
れ
、
心
豊
か
に
育
っ
て
欲
し
い
と
の

思
い
で
活
動
を
始
め
て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

小
浜
小
学
校
を
中
心
に
読
み
聞
か
せ
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
授
業
へ
の
取

り
組
む
態
度
に
落
ち
着
き
が
出
て
き
て
い
る
と

の
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
が
減
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
担
い
手
育
成
の
た
め
の
講

演
会
な
ど
も
始
め
て
い
ま
す
。

小
浜
手
話
サ
ー
ク
ル

以
前
は
数
名
で
活
動
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
10
年
４
月
、
手
話
サ

ー
ク
ル
を
設
立
し
ま
し
た
。
町
内
の
各
種
式
典

の
と
き
、
手
話
で
の
同
時
通
訳
や
小
中
学
校
の

総
合
学
習
・
人
権
集
会
な
ど
で
講
演
を
行
っ
て

い
ま
す
。
小
浜
温
泉
に
、
視
覚
障
害
者
の
観
光

客
が
来
訪
さ
れ
る
と
き
、
手
話
で
日
常
的
な
あ

い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
な
、
温
か
い
も
て
な
し

の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

小
浜
ば
花
い
っ
ぱ
い
に
す
う
で

こ
の
会
は
、

自
分
た
ち
の
町
で
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は

何
で
も
や
っ
て
い
こ
う
と
の
思
い
で
、
何
が
で

き
る
の
か
と
話
し
合
い
、
花
植
え
な
ら
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
始
め
ま
し
た
。

旅
館
の
ロ
ビ
ー
を
お
借
り
し
て
絵
画
展
や
写
真

展
、
子
ど
も
た
ち
と
韓
国
の
大
学
生
と
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
質
の
高
い
も
の
を
無
理
に
な

ら
な
い
程
度
に
や
っ
て
い
く
の
が
い
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

小
浜
青
年
部
交
友
会

イ
ベ
ン
ト
や
雲
仙
の
観

光
協
会
の
方
と
博
多
で
宣
伝
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
小
浜
町
だ
け
の
イ
ベ
ン

ト
参
加
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
合
併
後
は
市

内
の
イ
ベ
ン
ト
へ
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

雲
仙
青
年
観
光
会

こ
の
会
は
昭
和
43
年
に
発

足
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
他
地
区
の
方
々
と
の

交
流
観
光
P
R
、
市
内
の
再
発
見
を
テ
ー
マ
と

し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
春
ま
つ
り
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
運
営
し
、
雲
仙
市
の
い
い
と
こ
ろ
を
P

R
す
る
た
め
、
各
地
区
の
郷
土
芸
能
を
披
露
し

て
い
ま
す
。
観
光
で
の
地
域
活
性
化
が
大
き
な

目
標
で
す
。

雲
仙
湯
の
ま
ち
通
り
を
考
え
る
会

雲
仙
の
商

店
街
の
会
で
、
商
店
街
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
雲
仙
が
噴
火
し
た
と
き
、
会
の
解

散
の
危
機
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
32
軒
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
何
と
か
自
分
た
ち
の
力
で

町
づ
く
り
を
で
き
な
い
も
の
か
と
、
生
活
基
盤

整
備
と
い
う
観
点
か
ら
計
画
を
進
め
て
お
り
、

今
後
い
ろ
い
ろ
な
問
題
と
か
、
観
光
に
つ
な
が

意見交換会／小浜町意見交換会／小浜町

リフレッシュセンターおばま

平成15年４月、温水プール、流水バス、トレーニング
ルームを完備した施設です。住民の健康管理を目的に建
設されたもので、平成15年４月から小浜まちづくり株式
会社に管理業務を委託しています。
施設利用は、会員制と一般利用で、利用者の比率は、

会員が約８割です。

木津保育所

昭和46年 へき地保育所として開園
昭和55年 園舎新築
昭和56年 町立保育所として運営
平成11年 大規模改修工事
平成13年 小浜町福祉協議会へ経営移譲
平成17年 廃園
現在、木津地区の緊急避難所として利用されています

国の補助事業で建
設された木津保育
所について説明を
受けました

自
分
た
ち
の
手
で
ま
ち
づ
く
り
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る
よ
う
な
も
の
を
研
修
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

小
浜
温
泉
57

東
京
か
ら
一
昨
年
帰
っ
て
き
ま

し
た
が
、
帰
っ
て
き
て
気
に
な
り
ま
し
た
の
は
、

こ
の
観
光
地
が
汚
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
特

に
タ
バ
コ
の
吸
殻
が
目
立
ち
ま
す
。
そ
こ
で
、

第
２
土
・
日
曜
に
ご
み
拾
い
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
道
路
は
動
脈
で
あ
り
、
そ
こ
の
血
が
ど
う

流
れ
る
か
は
私
た
ち
次
第
だ
と
い
う
こ
と
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
小
浜
・
雲
仙
あ
る
い
は
島

原
半
島
へ
の
集
客
と
安
全
を
目
的
に
、
基
本
的

に
は
あ
る
も
の
を
生
か
す
、
眠
っ
た
も
の
が
こ

こ
に
は
相
当
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
生

か
す
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

小
浜
農
村
青
年
振
興
会

私
た
ち
の
活
動
内
容

は
、
４
H
ク
ラ
ブ
で
の
意
見
発
表
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
小
浜
町
の
保
育
園
で
の
サ
ツ
マ
イ

モ
掘
り
や
、
産
業
祭
で
の
農
産
物
の
販
売
も
行

っ
て
い
ま
す
。

市
長

無
い
も
の
を
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
も
仕
方

が
な
い
と
い
う
の
は
私
も
同
意
見
で
す
。
ま
ち

を
歩
い
て
も
ら
っ
て
少
し
で
も
楽
し
い
場
所
、

物
を
発
見
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
ご

意
見
を
聞
い
て
ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
浜
ば
花
い
っ
ぱ
い
に
す
う
で

今
後
、
予
算

や
補
助
金
が
も
っ
と
厳
し
く
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
も
っ
と
気
軽
に
役
所
に
あ
る
も
の
を
使

え
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。

あ
か
ね
会

支
所
の
空
き
部
屋
を
会
議
な
ど
で

快
く
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
庁
舎
が

傷
ま
な
い
利
用
法
は
な
い
の
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
音
楽
の
発
表
を
す
る
会
場
が
あ
り
ま
せ

ん
。
文
化
館
は
3
0
0
人
以
上
は
入
り
ま
せ
ん
。

ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う

気
持
ち
は
よ
く
分
か
り
ま
す
が
、
小
浜
町
に
あ

っ
た
ら
も
っ
と
参
加
で
き
る
人
も
増
え
る
と
思

い
ま
す
。

市
長

千
々
石
支
所
３
階
の
議
場
を
低
予
算
で

音
響
設
備
や
ス
テ
ー
ジ
を
整
え
て
フ
ィ
ル
ム
コ

ン
サ
ー
ト
や
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う

に
改
造
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
き

れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
整
備
す
る
な
ど
、
余
っ
て
い
る
所
は
使

え
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
浜
温
泉
57

市
長
が
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

分
か
り
ま
す
が
、
今
後
支
所
の
庁
舎
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
と
い
う
の
が
見
え
ま
せ
ん
。
あ
る

も
の
を
フ
ル
に
活
用
す
る
こ
と
が
我
々
の
役
目

で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
1
0
0
人
の
会

議
を
や
っ
て
み
て
、
そ
れ
で
も
足
り
な
い
か
ら

造
っ
て
く
だ
さ
い
と
な
る
。
も
う
一
つ
、
ス
ピ

ー
ド
。
今
の
世
の
中
の
ス
ピ
ー
ド
に
対
し
て
、

役
所
の
ス
ピ
ー
ド
は
相
変
わ
ら
ず
遅
い
と
思
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ど
ん
ど
ん
や
る
こ

と
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
に
ど
う

や
る
ん
だ
と
い
う
市
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
も

っ
と
知
ら
せ
て
欲
し
い
で
す
。

小
浜
手
話
サ
ー
ク
ル

す
こ
や
か
長
寿
財
団
主

催
の
三
世
代
交
流
将
棋
大
会
が
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
財
団
の
方
が
、

何
年
後
か
に
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が
長
崎
県

で
開
催
さ
れ
た
ら
、
将
棋
は
ぜ
ひ
小
浜
町
で
開

催
し
た
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
大
会
が
開

か
れ
た
ら
3
0
0
人
程
度
の
集
客
が
考
え
ら

れ
、
宿
泊
施
設
は
小
浜
町
で
足
り
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
会
場
確
保
に
つ
い
て
考
え
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

若
葉
会

こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
行
政
の
方
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
す
ご
く
理
解
が
お
あ

り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
職
員
す
べ
て
が
そ

う
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
が
あ
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
や
り
が

い
が
あ
っ
て
、
よ
り
活
動
に
励
む
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
当
り
前
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
方
が
、
少
し
は
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。「
頑

張
っ
て
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
う
だ
け
で
も
、

や
る
気
を
出
し
て
い
ろ
ん
な
こ
と
に
頑
張
る
会

員
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

婦
人
会

各
町
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
行

く
と
き
の
交
通
手
段
が
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
な
ど
出
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
講
演
会
な
ど
、
行
き
た
く
て
も
行
け
な

い
と
い
う
方
が
い
ま
す
。
乗
り
合
わ
せ
て
行
け

ば
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
よ

う
な
も
の
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

若
葉
会

県
営
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
る
と
も
っ
と

厳
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
乗
り
合
わ
せ
も
い

ろ
い
ろ
考
え
ま
す
が
、
手
配
も
大
変
で
す
。

金
子
助
役

今
、
市
で
廃
止
バ
ス
対
策
委
員
会

を
設
置
し
、
県
へ
早
急
に
廃
止
し
て
も
ら
う
と

困
る
と
い
う
要
望
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

一
方
で
廃
止
後
の
問
題
も
考
え
て
動
い
て
お
り

ま
す
。
住
民
の
皆
様
の
お
知
恵
を
貸
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

小
浜
温
泉
57

小
浜
の
高
校
駅
伝
大
会
で
沿
道

の
応
援
が
少
な
い
た
め
、
防
災
行
政
無
線
で
、

応
援
の
呼
び
か
け
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
日
本
で
も
最
高
レ
ベ
ル
の
競
技
会

で
す
。
他
町
で
開
催
要
望
の
声
が
あ
が
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
も
っ
と
危
機
感
が
な
い
と
だ
め

だ
と
思
い
ま
す
。

雲
仙
湯
の
ま
ち
通
り
を
考
え
る
会

生
活
基
盤

を
整
え
る
こ
と
が
第
一
で
、
そ
の
延
長
上
に
観

光
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
の
観
光
は
大

型
観
光
で
、
団
体
旅
行
や
企
画
旅
行
で
し
た
が
、

今
の
ニ
ー
ズ
は
個
人
の
趣
味
・
趣
向
に
あ
っ
た

旅
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
住
民
が
生
き
生
き
と

生
活
し
て
い
る
様
を
見
せ
る
こ
と
が
観
光
に
つ

な
が
っ
て
い
き
、
そ
れ
が
今
の
観
光
の
ニ
ー
ズ

な
の
で
す
。
市
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
雲

仙
小
浜
が
今
ま
で
し
て
き
た
観
光
と
は
違
う
意

見
を
聞
け
る
よ
う
な
場
、
窓
口
を
は
っ
き
り
と

打
ち
出
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
雲
仙
市
の

観
光
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
お
考
え
か
お
聞

き
し
た
い
で
す
。

市
長

市
内
で
も
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
や
大

会
が
あ
り
ま
す
が
、
宿
泊
施
設
や
商
店
の
人
と

の
連
動
が
な
く
、
一
過
性
の
ま
ま
終
わ
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
面
と
し
て
広
げ
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
。
７
町
が
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し

な
が
ら
、
１
つ
の
組
織
と
し
て
体
を
な
し
て
い

く
よ
う
な
形
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
意
見
交
換
の
場
を
持
ち
、
も
っ
と
団
結
し

意見交換会／小浜町意見交換会／小浜町

今
、
あ
る
も
の
を
生
か
そ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
理
解
を

交
通
手
段
の
確
保
を

観
光
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応

イ
ベ
ン
ト
の
活
用

参加者の活発な意見に真剣に耳を傾ける奥村市長
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て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
相
互
理
解
す

れ
ば
お
互
い
に
尊
重
し
あ
え
る
よ
う
に
な
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

小
浜
ば
花
い
っ
ぱ
い
に
す
う
で

イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
き
た
大
学
生
が
、
安
く
泊
ま
れ
る
施
設
が

少
な
い
た
め
、
田
代
原
や
諏
訪
の
池
で
キ
ャ
ン

プ
を
し
て
い
ま
す
。
よ
そ
か
ら
来
た
大
学
生
は

小
浜
を
宣
伝
し
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
の

で
、
最
終
的
に
は
観
光
の
た
め
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
安
く
泊
ま
れ
る
望
洋
荘
や
公
民
館
な
ど

が
も
っ
と
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
開
放
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

小
浜
町
農
村
青
年
振
興
会

観
光
農
業
は
日
帰

り
で
す
。
J
A
女
性
部
で
行
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
体
験
も
日
帰
り
で
し
た
。

小
浜
温
泉
57

イ
ベ
ン
ト
は
、
観
光
客
を
宿
泊

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
に
前
夜
祭
な
ど
を
組
み
入
れ
た

ら
泊
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

金
子
助
役

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
結
果
泊
ま
る

と
い
う
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
最
終
的
に
は
泊
ま
ら
せ
る
た
め
に
イ
ベ
ン

ト
を
す
る
と
い
う
よ
り
も
、「
雲
仙
市
は
い
い

と
こ
ろ
だ
っ
た
」「
今
度
は
じ
っ
く
り
来
て
み

た
い
」
と
い
う
よ
う
な
リ
ピ
ー
タ
ー
を
作
ら
せ

る
イ
ベ
ン
ト
が
、
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

気
が
し
ま
す
。

市
長

例
え
ば
観
櫻
火
宴
と
い
う
の
は
、
非
常

に
宿
泊
を
伴
う
イ
ベ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
企

画
次
第
で
今
ま
で
単
品
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
変
え

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

雲
仙
湯
の
ま
ち
通
り
を
考
え
る
会

雲
仙
・
小

浜
に
は
こ
れ
だ
け
立
派
な
宿
泊
施
設
が
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
こ
れ
を
活
か
さ
な
い
手
は
あ
り
ま

せ
ん
。
市
民
の
た
め
の
雲
仙
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

そ
し
て
、
島
原
半
島
全
体
の
産
物
や
イ
ベ
ン
ト
、

伝
統
芸
能
を
雲
仙
で
発
表
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
私
は
農
業
に
詳

し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
そ
の
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
欲

し
い
で
す
。

青
年
観
光
会

こ
こ
最
近
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
組

合
で
は
、
夜
市
を
し
た
り
、
雲
仙
周
辺
の
見
所

や
お
土
産
屋
さ
ん
の
紹
介
な
ど
を
書
い
て
客
室

に
入
れ
た
り
し
て
、
で
き
る
だ
け
外
に
出
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
雲
仙

地
区
の
活
性
化
に
は
短
期
的
な
集
客
も
同
時
に

や
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

小
浜
温
泉
57

10
月
11
日
と
い
う
の
は
、
我
々

の
感
覚
を
変
え
る
べ
き
新
し
い
日
に
な
り
ま
し

た
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
と
い
う
の
は
点
か
ら
線
で

す
。
横
に
広
が
ら
な
い
と
。
ど
ん
ど
ん
も
の
を

言
っ
て
、
も
の
を
生
か
す
、
一
人
ひ
と
り
が
動

く
、
横
に
広
が
っ
て
い
く
。
こ
こ
は
非
常
に
恵

ま
れ
て
い
る
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

図
書
館
の
充
実
を
お
願

い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
事
な
の
は
質

の
高
い
本
で
す
。
本
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
そ
れ
と
、
小
学
校
の
校
舎
で
す
が
、
か
な

り
い
ろ
い
ろ
な
部
分
で
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。

事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
と
思
い
ま
す
。

予
算
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
中
学
校
の
統
廃
合
問

題
は
、
市
に
な
っ
た
こ
と
で
先
延
ば
し
に
な
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
す
ご
く
残
念
で
す
。

生
徒
が
少
な
く
一
つ
の
ク
ラ
ブ
さ
え
維
持
で
き

な
い
現
状
で
す
。

市
長

ま
ず
、
図
書
館
の
問
題
は
、
必
要
な
本

は
そ
ろ
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

移
動
図
書
な
ど
を
利
用
し
て
質
を
高
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て
は
、
旧
町
に
と
ら
わ
れ
ず
、
小
・
中
学

校
を
含
め
て
、
ど
う
い
う
学
校
形
態
が
一
番
良

い
の
か
を
き
ち
ん
と
話
し
合
っ
て
、
統
廃
合
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

金
子
助
役

施
設
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
市
長

の
許
可
を
い
た
だ
い
て
６
月
議
会
に
そ
れ
な
り

の
金
額
を
計
上
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
浜
温
泉
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市
に
な
っ
て
、
学
校
施
設
や
体

育
施
設
な
ど
の
料
金
が
ほ
と
ん
ど
有
料
に
な
っ

て
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
が
低
下
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

良
い
な
と
思
い
ま
す
。

市
長

小
中
学
生
が
使
用
す
る
施
設
に
関
し
て

は
、
今
後
も
う
少
し
見
直
し
て
ほ
し
い
と
教
育

委
員
会
に
申
し
入
れ
て
お
り
ま
す
。

あ
か
ね
会

不
登
校
と
か
い
じ
め
で
悩
ん
で
い

る
親
御
さ
ん
た
ち
で
、
ど
こ
に
相
談
に
行
け
ば

い
い
の
か
と
悩
ん
で
い
る
方
が
い
ま
す
。

金
子
助
役

早
急
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
浜
手
話
サ
ー
ク
ル

ハ
ー
ド
面
は
工
夫
す
れ

ば
何
と
か
対
応
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、
人
材

は
な
か
な
か
育
成
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、

市
の
助
成
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

市
長

市
で
は
、
雲
仙
塾
を
作
っ
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
そ
の
と
き
は
、
少
な
く
と
も
自
己
負

担
で
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
短
い
時
間

で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
貴
重
な
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私

も
含
め
て
意
識
改
革
が
必
要
な
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
日
の
こ
の
時
間
を
貴
重
な
財
産

と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま

す
。

意見交換会／小浜町意見交換会／小浜町

意見交換会参加者（敬称略）
○食生活改善推進員協議会小浜支部　若葉会　会長
宅島イツミ、副会長　穂束保子　○ボランティア協議
会　あかね会　会長　山下禎子　○雲仙市婦人会連絡
協議会　小浜婦人会　会長　本多静子　○図書ボラン
ティア　プーさんの会　代表　渡辺いづみ　○小浜手
話サークル　代表　伊藤一彦　○小浜ば花いっぱいに
すうで　代表世話人　城谷雅司、林田哲幸　○青年交
友会　会長　中村和彦　○青年観光会　七條彰宣　○
雲仙湯のまち通りを考える会　代表　加藤一隆　○小
浜町農村青年振興会　会長　馬場孝也、栄木大成　○
小浜温泉57 代表　宮田隆、事務局長　竹馬朋宏

子
ど
も
た
ち
へ
質
の
高
い
本
を

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
人
材
育
成
を

市
民
の
た
め
の
雲
仙
づ
く
り

活発な意見が交わされました
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雲仙市食生活改善推進員連絡協議会設立総会が、４月19日
に南串山町のハマユリックスホールで行われ、今まで７つ
の町でそれぞれ活動していた協議会がひとつになりました。
この協議会は、「食」を通して、地域における食生活改善

推進活動を組織的に推進し、住民の健康増進に寄与するこ
とを目的としたボランティア団体で、養成講座の修了生で
組織されています。

304人の推進員で、各町での地区活動を大切にしていきな
がら、市民の健康づくりに貢献していきます。
役員は次のとおりです。（敬称略）

会　長：豊島美絵子（南串山支部長）
副会長：村木　孝子（国見支部長）

宅島イツミ（小浜支部長）
会　計：川谷サオノ（瑞穂支部長）

三浦サツキ（吾妻支部長）
書　記：山口　陽子（愛野支部長）

林田　浩美（千々石支部長）

食
生
活

改
善
推
進
員

連
絡
協
議
会

小
学
生

ク
ラ
ブ
活
動

振
興
会

雲仙市小学生クラブ活動振興会設立総会が、６月３日に吾
妻町ふるさと会館で行われ、市内69の小学生スポーツクラ
ブで設立されました。
市内の各小学校を中心に行われるスポーツクラブの円滑

な運営支援を行い、体力づくりや技術の向上を通じて、ス
ポーツ愛好の精神や健全な児童の育成を目指します。
今後は、各種研修会を企画して実施し、雲仙市の未来を

担う子どもたちのスポーツ文化の発展に貢献していきます。
役員は次のとおりです。（敬称略）

会　長：中尾　英治（国見町）
副会長：藤瀬　健児（瑞穂町）

岩本　忠彦（吾妻町）
理　事：吉本　孝浩（瑞穂町）

藤田　裕紹（吾妻町）
町田　信保（愛野町）
木戸　庁一（千々石町）
山下　夏輝（小浜町）
関　　雄介（小浜町）
増田　安洋（南串山町）
松山　幾雄（南串山町）

監　査：田中　公栄（愛野町）
岩永　博道（千々石町）

事務局：吉武　俊雄（国見町）

設 立
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市民の親睦・融和、連帯意識の高揚を図ることを目的に、全市民のスポーツの祭典として第１回雲仙市民ス
ポーツ大会が次のとおり開催されます。
開始時間や雨天の場合など、詳しくは、お問い合わせください。

●開 催 期 間 ７月29日（土）～９月10日（日）
●総合開会式 ７月29日（土） 吾妻町ふるさと会館　多目的ホール
●主催／共催 雲仙市体育協会／雲仙市、雲仙市教育委員会
●主　　　管 雲仙市民スポーツ大会実行委員会

●各試合日程表

●問い合わせ　教育委員会スポーツ振興課　10957（37）3113または、各分室まで

７月29日
　～30日

７月30日

８月６日

８月13日

８月19日

８月20日

８月27日

９月３日

９月６日

土～日

日

日

日

土

日

日

日

水

山岳

バレーボール

剣道
弓道
軟式野球
バドミントン

サッカー

ソフトボール
バスケットボール
テニス

サッカー

ゲートボール
柔道
ソフトテニス
空手道
ソフトボール
バスケットボール
水泳
陸上競技
卓球
軟式野球
銃剣道
相撲
ラグビーフットボール
レクレーション
レクレーション

成年男子・成年女子・オープン

一般男子・一般女子
壮年男子
家庭婦人
団体・オープン（小・中学生）
個人・オープン（高校生以下）
（予選）
団体

一般（予選）

壮年（予選）
一般男子・実年男子
一般男子・一般女子（予選）
団体
一般（決勝）
壮年（決勝）
団体
団体・オープン（中学生）
団体
団体・個人・オープン（小・中学生）
壮年・成年女子
一般男子・一般女子（決勝）
男子・女子・オープン（小・中学生）
男子・女子・オープン（小・中学生）
団体・個人・オープン（中学生）
（決勝）
団体・個人
団体・個人・オープン（小・中学生）
団体
オープン（歩こう会・ウォーキング）
オープン（グランドゴルフ・団体）

みずほの森

吾妻体育館
南串中学校体育館
鶴田小学校体育館（吾妻町）
吾妻体育館剣道場
小浜弓道場
愛野運動公園グラウンド
小浜体育館
国見中学校グラウンド
国見コミュニティグラウンド
千々石中学校グラウンド
愛野運動公園グラウンド
吾妻体育館
遊学の里くにみテニスコート

遊学の里くにみ芝グラウンド

青雲荘専用ゲートボール場（小浜町雲仙）
吾妻武道場（吾妻中学校内）
遊学の里くにみテニスコート
小浜公民館
愛野運動公園グラウンド
吾妻体育館
みずほすこやかランドふれあいプール
島原市営陸上競技場
小浜体育館
愛野運動公園グラウンド
小浜公民館
土黒八幡神社（国見町）
みずほすこやかランド多目的グラウンド
小浜マリンパーク
小浜マリンパーク

試合日 曜日 競　技　名 種　　　目 会　　　場

第　回
雲仙市民
１１１



●広報うんぜん
平成18年７月14

ご
注
意
く
だ
さ
い

７
月
の
組
織
再
編
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り
課
は
福
祉
事
務
所
（
愛
野
庁
舎
）
か
ら

市
役
所
本
庁
（
吾
妻
町
）
へ
移
動
し
ま
し
た
。

来
庁
・
問
い
合
わ
せ
の
際
に
は
、
市
役
所
本
庁
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

本
紙
２
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実施日

７月４日（火）

７月５日（水）

７月11日（火）

７月12日（水）

７月19日（水）

７月25日（火）

７月26日（水）

７月21日（金）

７月27日（木）

７月28日（金）

７月３日（月）

７月10日（月）

７月18日（火）

７月21日（金）

健診名

基本健康診査

大腸がん検診

前立腺がん検診

胸部レントゲン

胃がん検診

子宮がん検診

乳がん検診

骨粗鬆症検診

対象者

40歳以上の市民

40歳以上の市民

〈子宮がん検診〉
20歳以上の女性市民

〈乳がん検診〉
40歳以上の女性市民

〈骨粗鬆症検診〉
40・45・50・55・60・
65・70歳の女性市民

受付時間

午後１時～３時

午前９時～11時

午前８時～８時40分

午後１時～１時40分

午前８時～８時40分

午後１時～１時40分

午前８時～８時40分

午後１時～１時40分

午前８時～８時40分

午後１時～１時40分

会　　場

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

千々石保健センター

千々石保健センター

千々石保健センター

千々石保健センター

千々石保健センター

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

雲仙やまびこ会館

小浜町南本町公民館

小浜町南本町公民館

千々石保健センター

南串山保健福祉センター

こつそしょうしょう

〈愛野町〉
日時　７月13日（木）午前９時～11時、

正午～午後４時
場所　愛野保健福祉センター
〈南串山町〉
日時　７月21日（金）午前９時30分～正午、

午後１時～３時30分
場所　南串山総合支所
〈千々石町〉
・千々石保健センター
日時　７月28日（金）午前９時30分～正午

・JA島原雲仙千々石支店
日時　７月28日（金）午後１時30分～４時

●問い合わせ●
・長崎県赤十字血液センター

1095（843）3331
・市役所　健康づくり課

７月の健診（検診）予定カレンダー

　長崎新聞社では、結婚50年目を迎えられる金婚夫婦
を祝福し、さらに仲むつまじく、お健やかにという願
いを込めて、金婚夫婦表彰を行います。
　表彰は、自主申し込みとなっていますので、対象の
ご夫婦は、次によりお申し込みください。
　なお、お申し込みのご夫婦には、９月内に表彰状と
記念品を贈呈し、敬老の日（９月18日）の長崎新聞紙
上でお名前を紹介、広く顕彰します。

対象夫婦　昭和31年１月１日～同年12月31日までに結
婚されたご夫婦

申込方法　市役所および福祉事務所、各総合支所窓口
にある所定のハガキでお申し込みください

申込期限　７月31日（月）
申し込み・問い合わせ　福祉事務所　福祉課高齢者福祉班

健 康

●問い合わせは、市役所　健康づくり課　または各総合支所　市民生活課へ
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相 談
実在しない行政機関名を騙った架空請求

に
気
を
つ
け
て
！

実在しない行政機関名を騙った架空請求
　全国各地において、「国民健康保険庁」と騙る、実在しない行政機関名
から督促状が郵送されています。
　市内でも多数発生しており、今後皆さまの家庭にも届くかもしれません。
十分ご注意ください。

●「国民健康保険庁」
は実在しません。行
政機関名を騙った架
空請求です。
●もしお宅に届いても、
通知文書（督促状）
に記載されている電
話番号に絶対に電話
をかけないでくださ
い。
●今後も類似の架空請
求の発生が予想され
ます。不審な郵便物
が届いたら、下記ま
でご連絡ください。

問い合わせ
市民課　市民生活班

に
気
を
つ
け
て
！

かた

督促状
国民健康保険負担割合変更

のお知らせ

発 行 年 月 日

平成18年5月1日

管 理 番 号

02 300850 71

平成18年４月１日より、国
民健康保険の負担割

合が変更されれました。平
成18年６月16日まで

にご連絡頂けない場合は、
現在お持ちの保険証

が使用停止となりますので
、至急ご連絡下さい

ます様、通知致します。

①年金未納期間が過去・現
在を問わずある方

②保険証切り替え時、期間
の開いた方

③住民税等、未納税のある
方

④親族の方で、確定申告を
されていない方

⑤自動車税及び、重量税違
反金の支払いが未

納の方
　※）駐車違反等も含まれ

ます

⑥自己破産の免責が下りて
９年未満の方

この度、平成18年度から国
民健康保険の負担割

合変更に伴い調査した結果
、あなたは下記のい

ずれかに該当されます。

◎本状が届いた方で心当た
りがない場合でもご

連絡頂けないと、上記項目
が執行される場合

がございますので、必ずお
問い合わせ下さい。

お問い合わせは下記のダイ
ヤルへご連絡下さい。

お問い合わせの際に、左記
記載の「管理番号」

をお知らせ下さい。

◎尚、ご連絡頂けない場合
、国民健康保険の使

用停止及び、下記の項目が
執行されます。

○国民健康保険証の無期限
効力停止

○預金口座の差し押さえ

○育児手当の停止

○給与、固定資産等の差し
押さえ

〒100－0013
東京都千代田区霞ヶ関３－

２－48

103（3836）2608

国民健康保険庁  健康保険課／
国民年金係

こんなハガキ、お宅に届いていませんか？

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
「
地

デ
ジ
」
は
、
2
0
0
3
年
12
月
１
日

か
ら
関
東
や
中
京
お
よ
び
近
畿
の
一

部
に
お
い
て
開
始
さ
れ
、
今
年
末
ま

で
に
は
、
全
て
の
都
道
府
県
庁
所
在

地
で
開
始
さ
れ
ま
す
。
現
行
の
地
上

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
伴
い
、
2

0
1
1
年
７
月
24
日
ま
で
に
終
了
し

ま
す
。

雲
仙
市
で
も
、
一
部
の
放
送
局
で

は
今
年
12
月
か
ら
「
地
デ
ジ
」
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

「
地
デ
ジ
」
の
魅
力

そ
の
①
　
「
き
れ
い
」

電
波
障
害
に
強
い
た
め
、
こ
れ
ま

で
電
波
の
届
き
に
く
か
っ
た
地
域
で

も
鮮
明
な
画
像
で
テ
レ
ビ
放
送
を
楽

し
め
ま
す
。

そ
の
②
　
「
便
利
」

１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
分
割
し
て
、
２

〜
３
番
組
を
同
時
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
１
週
間
先
ま
で
の

テ
レ
ビ
番
組
表
が
テ
レ
ビ
画
面
で
見

る
こ
と
が
で
き
、
録
画
予
約
も
簡
単

で
す
。

そ
の
③
　
「
親
切
」

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
へ
の
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
、
字
幕
放
送
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
番
組
よ
っ
て

は
、
生
放
送
も
字
幕
付
き
で
楽
し
め

ま
す
。

「
地
デ
ジ
」
を
見
る

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
視

聴
す
る
に
は
、
次
の
よ
う
な
方
法
が

あ
り
ま
す
。

●
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
を
使
う

地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

買
い
足
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
「
地
デ
ジ
」
対
応
テ
レ
ビ
で
見
る

対
応
の
ア
ン
テ
ナ
が
設
置
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
現
在
の
テ
レ
ビ

で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
テ
レ
ビ
を
買
い
替
え
る

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
対

応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
信
相
談
】

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

1
0
5
7
0
（
07
）
0
1
0
1

【
視
聴
エ
リ
ア
】

（
社
）
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.d-pa.org

）

デ
ジ
タ
ル
放
送
切
り
替
え
と
称
す

る
詐
欺
行
為
に
ご
注
意
を

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す

る
た
め
に
必
要
な
経
費
は
受
信
者

側
の
負
担
に
な
り
ま
す
が
、
ア
ナ

ロ
グ
周
波
数
変
更
対
策
工
事
は
国

が
経
費
を
負
担
す
る
た
め
、
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

工
事
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ

る
と
き
は
、
お
近
く
の
信
頼
で
き

る
電
気
店
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

20112011年、完全移行へ地上デジタルテレビ放送年、完全移行へ地上デジタルテレビ放送2011年、完全移行へ地上デジタルテレビ放送



市
で
は
、
だ
れ
も
が
住
み
よ
く

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
し
て
い
く

た
め
、
市
民
の
身
近
な
ル
ー
ル
で

あ
り
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
方
針
と
な
る
「
市

民
憲
章
」
を
起
草
す
る
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。

幅
広
い
見
地
か
ら
起
草
を
行
う

う
え
で
、
専
門
知
識
を
有
す
る
学

識
経
験
者
や
市
内
の
公
共
的
団
体

か
ら
の
選
出
委
員
な
ど
の
ほ
か

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し

た
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

２
人

資
格

４
月
１
日
現
在
で
、
次
の

す
べ
て
を
満
た
す
人

●
市
内
に
居
住
し
、
か
つ
住
所
を

有
し
て
い
る
人

●
本
市
の
職
員
、
市
議
会
議
員
で

な
い
人

●
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

役
割

年
４
回
程
度
（
主
に
平
日

昼
間
）
開
催
予
定
の
委
員
会
に
お

い
て
、
市
民
憲
章
を
起
草
す
る

任
期

平
成
18
年
８
月
〜
平
成
19

年
３
月
（
予
定
）

謝
礼

１
回
の
出
席
に
つ
き
７
千

円
（
た
だ
し
、
高
校
生
以
下
に
つ

い
て
は
記
念
品
を
贈
呈
）

応
募
方
法

本
庁
企
画
課
お
よ
び

各
総
合
支
所
管
理
課
に
備
え
付
け

て
あ
る
「
市
民
憲
章
起
草
委
員
会

委
員
応
募
用
紙
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

提
出
書
類
は
お
返
し
で
き
ま
せ

ん
。

●
持
参
ま
た
は
郵
送

●
フ
ァ
ッ
ク
ス
　

0
9
5
7
（
38
）
2
7
5
5

●
電
子
メ
ー
ル

（kikaku@
city.unzen.

nagasaki.jp

）

※
応
募
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

提
出
先

本
庁
企
画
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
管
理
課

応
募
締
切

７
月
21
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

提
出
い
た
だ
い
た
書
類
に
よ
り

審
査
し
、
決
定
し
ま
す
。
結
果
に

つ
い
て
は
応
募
者
全
員
に
連
絡
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
企
画
課
　
企
画
政
策
班

市
で
は
、
９
月
か
ら
「
国
保
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
」
を
実
施
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
た
め
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教

室
」
を
開
催
し
、
教
室
参
加
者
の

日
常
の
運
動
・
食
生
活
な
ど
あ
ら

ゆ
る
方
向
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
、

健
康
を
維
持
さ
せ
て
い
く
事
業
で

す
。
運
動
面
で
は
、
家
庭
で
手
軽

に
で
き
る
も
の
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
を
使
う
本
格
的
な
も
の

ま
で
、
効
果
の
あ
る
運
動
メ
ニ
ュ

ー
を
考
え
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
こ
の
「
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
教
室
」
で
、
長
崎
大
学
の

講
師
と
一
緒
に
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
作
成
・
実
践
を
行
う
運
動
指
導

士
を
募
集
し
ま
す
。

年
齢
、
性
別
の
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
や
る
気
の
あ
る
方
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員

若
干
名

資
格

健
康
運
動
指
導
士
も
し
く

は
、
健
康
運
動
実
践
指
導
者
な
ど

の
資
格
を
有
す
る
人
で
、
次
の
す

べ
て
を
満
た
す
人

●
市
内
在
住
の
人
で
、
自
動
車
の

運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

●
平
日
の
昼
間
に
勤
務
で
き
る
人

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時

教
室
の
開
催
頻
度

●
小
浜
地
区

・
９
月
、
10
月
／
毎
週
２
回

（
水
・
金
曜
日
予
定
）

・
11
月
／
毎
週
１
回
（
水
曜
日
予

定
）

●
吾
妻
地
区

・
11
月
、
12
月
／
毎
週
２
回

（
水
・
金
曜
日
予
定
）

・
１
月
／
毎
週
１
回
（
水
曜
日
予

定
）

謝
礼

１
日
８
千
円

申
込
方
法

市
保
険
年
金
課
で
電

話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
締
切

７
月
20
日
（
木
）

※
応
募
さ
れ
た
方
に
は
、
簡
単
な

面
接
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
面

接
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、

後
日
本
人
あ
て
に
連
絡
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

●
保
険
年
金
課
　
国
保
年
金
班

企　画　課◎

市民憲章起草委員会
委員募集

保険年金課◎

運動指導士募集

●広報うんぜん
平成18年７月16



市からのお知らせ
問い合わせ
●市役所　0957（38）3111
● 国見総合支所 78－2111
● 瑞穂総合支所 77－2111
● 愛野総合支所 36－2111
● 千々石総合支所 37－2001
● 小浜総合支所 74－2111
● 南串山総合支所 88－3111
● 雲仙出張所 73－3445

平
成
18
年
度
地
域
づ
く
り
事
業

第
１
次
募
集
に
お
い
て
申
請
が
あ

っ
た
次
の
事
業
に
対
し
、
補
助
を

行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
２
次
募
集
は
９
月
１
日

か
ら
29
日
の
間
に
行
う
予
定
で

す
。

※
２
次
募
集
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
広
報
う
ん
ぜ
ん
９
月
号
お

よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

事
業
名
（
申
請
者
）

●
観か

ん

櫻お
う

火
宴
（
観
櫻
火
宴
実
行
委

員
会
）

●
商
店
街
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
多
比

良
商
店
街
「
夜
市
」（
多
比
良

商
店
街
）

●
嶋
原
街
道
ち
ぢ
わ
路
の
整
備
事

業
と
さ
る
く
旅
（
嶋
原
街
道
ち

ぢ
わ
路
の
整
備
事
業
実
行
委
員

会
）

●
第
１
回
プ
ー
マ
杯
U
―
14
雲
仙

市
国
見
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
第
１
回
プ
ー
マ
杯
U
―

14
雲
仙
市
国
見
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
）

●
く
に
み
の
日
（
く
に
み
の
日
実

行
委
員
会
）

●
み
ず
ほ
夏
ま
つ
り
（
夏
ま
つ
り

実
行
委
員
会
）

●
戦
国
絵
巻
「
釜
蓋
城
物
語
」
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
（
千
々
石

史
談
の
会
）

●
吾
妻
町
夏
祭
り
（
吾
妻
町
夏
祭

り
実
行
委
員
会
）

●
第
５
回
み
ず
ほ
千
年
の
湯
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
（
み
ず
ほ
千
年
の

湯
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員

会
）

●
第
25
回
愛
の
夏
祭
り
（
愛
野
町

青
年
団
）

●
ち
ぢ
わ
夏
祭
り
2
0
0
6

（
千
々
石
町
青
年
団
）

●
ち
ぢ
わ
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
2
0
0
6
（
ち
ぢ
わ

サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
2
0
0
6
実
行
委
員
会
）

●
創
志
会
杯
T
U
G
O
F
W
A
R

i
n
う
ん
ぜ
ん
（
綱
引
大
会

実
行
委
員
会
）

●
雲
仙
市
誕
生
一
周
年
記
念
　
観

光
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
作
成
事
業

（
マ
ッ
プ
作
成
実
行
委
員
会
）

●
愛
の
ま
ち
少
年
体
験
交
流
団
i

n
愛
別
2
0
0
6
（
愛
の
ま
ち

交
流
実
行
委
員
会
）

●
サ
ロ
ー
ネ
・
デ
ル
・
グ
ス
ト

【
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
　
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
国
際
大
会
】（
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
雲
仙
）

●
伝
統
的
ま
ち
な
み
を
活
用
し
た

感か
ん

幸こ
う

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

（
神こ

う

代じ
ろ

小く
う

路じ

ま
ち
な
み
保
存
会
）

問
い
合
わ
せ

●
企
画
課
　
地
域
振
興
班

入
札
制
度
に
つ
い
て
審
議
し
、

市
長
に
対
し
て
入
札
制
度
に
関
す

る
提
言
書
を
提
出
す
る
入
札
制
度

検
討
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
員

２
人

資
格

７
月
１
日
現
在
で
、
次
の

す
べ
て
を
満
た
す
人

●
市
内
に
居
住
し
、
住
所
を
有
し

て
い
る
人

●
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
人

●
本
市
の
職
員
、
市
議
会
議
員
で

な
い
人

●
平
日
の
会
議
に
出
席
可
能
な
人

役
割

年
６
回
程
度
開
催
予
定

（
主
に
平
日
昼
間
）
の
委
員
会
に

お
い
て
、
雲
仙
市
入
札
制
度
の
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
審
議
す
る

任
期

市
長
に
入
札
制
度
に
関
す

る
提
言
書
を
提
出
す
る
ま
で
（
年

内
を
目
途
）

報
償

１
回
の
出
席
に
つ
き
７
千

円応
募
方
法

本
庁
管
財
課
お
よ
び

各
総
合
支
所
管
理
課
に
備
え
付
け

の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
書
類

は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。

●
本
庁
管
財
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

●
フ
ァ
ッ
ク
ス
　

0
9
5
7
（
38
）
2
7
5
5

●
電
子
メ
ー
ル

（kanzai@
city.unzen.

nagasaki.jp

）

※
応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

応
募
締
切

７
月
14
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

提
出
い
た
だ
い
た
書
類
に
よ
り

審
査
し
、
決
定
し
ま
す
。
結
果
に

つ
い
て
は
応
募
者
全
員
に
連
絡
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
管
財
課
　
契
約
管
財
班

企　画　課◎

雲仙市地域づくり
事業決定

管　財　課◎

雲仙市入札制度検討委員会
委員募集

●広報うんぜん
平成18年７月17



●広報うんぜん
平成18年７月18

瑞
穂
地
区
の
下
水
処
理
、
来
年

３
月
か
ら
開
始

平
成
13
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
い
た
瑞
穂
処
理
区
は
、
工
事
も

順
調
に
進
み
、
平
成
19
年
３
月
に

一
部
供
用
開
始
の
見
込
み
と
な
り

ま
し
た
。

供
用
開
始
さ
れ
る
と
、
下
水
道

に
直
結
す
る
水
洗
ト
イ
レ
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
台
所
や
風
呂
、
洗
濯
の
汚
水

も
下
水
道
に
流
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
完
成
し
た

施
設
も
、
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い

た
だ
か
な
く
て
は
全
く
価
値
の
な

い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
そ
の
地
域
の
生
活

環
境
は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。

下
水
道
法
で
は
、
下
水
道
が
整

備
さ
れ
た
区
域
の
方
は
、
速
や
か

な
排
水
設
備
の
設
置
と
、
３
年
以

内
の
水
洗
便
所
へ
の
改
造
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
瑞
穂
地
区

の
下
水
道
供
用
開
始
予
定
区
域
の

方
は
速
や
か
に
下
水
道
に
接
続
で

き
る
よ
う
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
雲
仙
や
千
々
石
、
愛
野
、

吾
妻
で
既
に
供
用
を
開
始
し
て
い

る
地
区
の
未
接
続
の
方
は
速
や
か

に
接
続
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
へ
接
続
す
る
に
は

受
益
者
分
担
金
制
度

下
水
道
の
整
備
に
は
多
額
の
費

用
を
要
し
ま
す
。
下
水
道
の
恩
恵

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

下
水
道
整
備
の
で
き
た
地
域
に
限

ら
れ
ま
す
。
そ
の
整
備
費
用
を
す

べ
て
公
費
で
賄
お
う
と
す
れ
ば
、

下
水
道
の
な
い
地
域
の
人
に
不
公

平
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
下
水
道
が
使
用
で
き

る
地
域
の
皆
さ
ん
に
整
備
費
用
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
快

適
な
生
活
環
境
、
利
用
価
値
の
高

い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う

と
い
う
の
が
「
受
益
者
分
担
金
制

度
」
で
す
。

分
担
金
の
額
は
、
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
事
業
で
１
戸
当
た

り
20
万
円
で
す
。
下
水
道
の
普
及

促
進
を
図
る
た
め
、
早
期
に
接
続

す
る
と
減
免
措
置
が
あ
り
、
有
利

と
な
っ
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
工
事

排
水
設
備
の
設
置
費
用
は
個
人

負
担
で
す
。
そ
の
費
用
は
、
土
地

の
状
況
や
便
器
の
種
類
、
住
宅
の

条
件
な
ど
に
よ
っ
て
各
家
庭
で
異

な
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
60
万
円

か
ら
80
万
円
程
度
が
多
い
よ
う
で

す
。
自
己
資
金
の
み
で
は
、
改
造

工
事
費
用
の
負
担
が
困
難
な
人
な

ど
の
た
め
に
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
排
水
設
備
工
事
は
、
市

の
「
指
定
工
事
店
」
に
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
「
指
定
工
事
店
」
一
覧
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
金

①
水
道
水
の
み
を
使
用
す
る
場
合

水
道
の
使
用
量
を
汚
水
の
排

出
量
と
み
な
し
ま
す
。

②
水
道
水
以
外
の
水
を
使
用
す
る

場
合

使
用
水
量
を
１
人
１
月
７
m3

と

し
ま
す
。

③
水
道
水
と
水
道
水
以
外
の
水
を

併
用
す
る
場
合

①
と
②
を
比
較
し
、
水
量
が

多
い
も
の
を
使
用
水
量
と
し
ま

す
。

※
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
の
使
用
料
金
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
上
下
水
道
局
下
水
道
課
　
管
理

班

下 水 道 課◎

下水道一部供用開始

○下水道料金
　下表に定めるところにより算出した合計額に消費税額を加えた
額となります。ただし、その額に10円未満の端数が生じたときは、
その端数は切り捨てます。

※上記は特定環境保全公共下水道事業の下水道料金

○料金早見表

※上記は特定環境保全公共下水道事業の料金早見表

汚水量
5m3まで

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

汚水量
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

汚水量
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47

汚水量
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60

使用料　円
1,050
1,680
1,800
1,930
2,050
2,180
2,310
2,430
2,560
2,680
2,810
2,940
3,060

使用料　円
3,190
3,310
3,440
3,570
3,690
3,820
3,940
4,070
4,200
4,320
4,450
4,570
4,700

使用料　円
4,830
4,950
5,080
5,200
5,330
5,460
5,580
5,710
5,830
5,960
6,090
6,210
6,340

使用料　円
6,460
6,590
6,720
6,840
6,970
7,090
7,220
7,350
7,470
7,600
7,720
7,850
7,980

区　　分
基本料金
超過料金

汚　水　量
5m3まで　
1m3につき

金　　額
1,000円
   120円

瑞穂浄化センター



市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
●福祉事務所　0957（36）2500
● 国見総合支所 78－2111 ● 小浜総合支所 74－2111
● 瑞穂総合支所 77－2111 ● 南串山総合支所 88－3111
● 愛野総合支所 36－2111 ● 雲仙出張所 73－3445
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漂
着
信
号
弾
に
注
意

最
近
、
海
岸
に
漂
着
し
た
と
み

ら
れ
る
落
下
傘
付
信
号
弾
に
よ
る

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
信

号
弾
は
、
遭
難
し
た
際
に
、
付
近

を
航
行
中
の
船
舶
や
航
空
機
に
自

分
の
位
置
を
知
ら
せ
る
と
き
に
使

用
す
る
も
の
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
式
に

落
下
傘
を
打
ち
上
げ
る
も
の
で

す
。
火
薬
に
よ
り
、
打
ち
上
げ
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
不
用
意
に
扱

う
と
火
薬
が
爆
発
し
、
ケ
ガ
を
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
信
号
弾
を
発
見
し
た

場
合
は
、
不
用
意
に
触
ら
ず
、
下

記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

●
長
崎
海
上
保
安
部

1
0
9
5
（
8
2
7
）
5
1
3
3

●
環
境
政
策
課
　
環
境
班

野
外
で
の
ご
み
焼
却
禁
止

家
の
近
く
で
ご
み
を
燃
や
し
て

匂
い
が
す
る
と
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
を
す
る
こ

と
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
十
分
な
設
備
を
持

た
な
い
簡
易
焼
却
炉
や
ド
ラ
ム

缶
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
な
ど
で
ご
み

を
焼
却
す
る
こ
と
も
「
野
焼
き
」

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

周
辺
の
方
々
に
、
悪
臭
や
の
ど

の
痛
み
、
洗
濯
物
が
汚
れ
る
な
ど
、

被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
野
焼
き
は
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
発
生
源
と
な
り
、
環
境
汚

染
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
環
境

に
や
さ
し
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

食
の
自
立
支
援
事
業

現
在
、
南
串
山
町
を
除
く
６
町

で
実
施
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
、

南
串
山
町
で
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

内
容

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

夕
食
（
弁
当
）
を
提
供
し
、
併
せ

て
安
否
確
認
を
行
う

対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
を
満
た

す
人

●
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、
高
齢

者
夫
婦
の
み
の
世
帯
で
調
理
が

困
難
な
人

●
介
護
認
定
者
ま
た
は
特
定
高
齢

者
の
判
定
を
受
け
て
い
る
人

で
、
判
定
会
議
に
よ
り
適
切
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

回
数

原
則
週
に
６
日
以
内

利
用
料

１
食
3
5
0
円

問
い
合
わ
せ

●
福
祉
課
　
高
齢
者
福
祉
班

雲
仙
市
戦
没
者
追
悼
式

祖
国
の
た
め
、
尊
い
犠
牲
と
な

ら
れ
た
本
市
出
身
の
戦
没
者
の
ご

遺
徳
を
偲し
の

び
、
感
謝
の
誠
を
捧
げ

る
と
と
も
に
、
日
本
国
の
恒
久
平

和
を
祈
念
す
る
た
め
、
追
悼
式
を

行
い
ま
す
。

日
時

７
月
20
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜

場
所

吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会
館

主
催

雲
仙
市
戦
没
者
慰
霊
奉
賛

会
（
雲
仙
市
福
祉
事
務
所
福
祉
課

内
）

※
今
回
は
雲
仙
市
で
初
め
て
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
遺
族
関
係
者

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
移
動
に
つ
い
て
は
、
バ
ス

を
準
備
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
福
祉
課
　
市
民
福
祉
班

環境政策課◎

・漂着信号弾に注意
・野外でのごみ焼却禁止

福　祉　課◎

・食の自立支援事業
・雲仙市戦没者追悼式

×

落下傘付信号紅炎 落下傘付信号弾

漂着した落下傘付信号弾
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雲
仙
市
学
校
給
食
会
で
は
、
給

食
セ
ン
タ
ー
事
務
職
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

職
種

学
校
給
食
運
営
業
務
に
係

る
事
務

資
格

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

●
満
18
歳
以
上
で
市
内
に
住
所
を

有
し
て
い
る
人

●
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
人

勤
務
場
所
・
募
集
人
員

●
瑞
穂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

…
１
人

●
小
浜
総
合
支
所
内
教
育
委
員
会

小
浜
分
室
…
１
人

契
約
期
間

８
月
１
日
〜
平
成
19

年
３
月
31
日

業
務
内
容

一
般
事
務
お
よ
び
給

食
費
徴
収
事
務

勤
務
時
間

●
瑞
穂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
…
午

前
８
時
〜
午
後
４
時
45
分

●
小
浜
総
合
支
所
内
教
育
委
員
会

小
浜
分
室
…
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

休
日

土
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年

始
な
ど

保
険
関
係

社
会
保
険
、
雇
用
保

険
な
ど

委
託
料

学
校
給
食
会
規
程
に
よ

る申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写

真
を
貼
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
吾
妻
愛
野
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
（
吾
妻
町
）
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
能
）

※
郵
送
の
場
合

〒
8
5
9
―
1
1
1
6

雲
仙
市
吾
妻
町
阿
母
名
1
1
1

0
番
地

申
込
期
間

７
月
３
日
〜
７
月
18

日

選
考
方
法

作
文
お
よ
び
面
接
試

験試
験
日
時

７
月
23
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
（
受
付
／
午
前
８
時

30
分
〜
午
前
９
時
）

試
験
場
所

吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会

館
　
研
修
室
１

※
試
験
に
は
筆
記
用
具
を
持
参
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

●
吾
妻
愛
野
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

1
0
9
5
7
（
38
）
2
0
7
3

教育委員会◎

雲仙市学校給食会事務職員
（委託契約）募集

障
害
者
相
談
員
は
、
障
害
者
の

皆
さ
ん
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
、

市
長
か
ら
委
託
を
受
け
て
い
ま
す
。

相
談
員
は
、
身
体
障
害
者
相
談

員
10
人
と
知
的
障
害
者
相
談
員
７

人
で
、
障
害
者
個
人
の
人
格
を
尊

重
し
、
そ
の
身
の
上
に
関
す
る
秘

密
を
守
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

障
害
者
の
皆
さ
ん
が
抱
え
て
い

る
悩
み
や
不
安
、
心
配
ご
と
や
要

望
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。今

年
度
の
相
談
員
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

問
い
合
わ
せ

●
福
祉
課
　
障
害
福
祉
班

福　祉　課◎

障害者相談員紹介

●身体障害者相談員

●知的障害者相談員

氏　　名

織田かおる

草村　篤志

坂本　忠一

初川　　稔

長F　政廣

本多　洋巳

福島沙夜美

電話番号

0957（78）1044

0957（77）3311

0957（38）6362

0957（36）0721

0957（37）2450

0957（74）2181

0957（88）2306

担当地区

国 見 町 全 地 区

瑞 穂 町 全 地 区

吾 妻 町 全 地 区

愛 野 町 全 地 区

千々石町全地区

小 浜 町 全 地 区

南串山町全地区

氏　　名

吉田　秀明

柴田　利三

力田　秀光

馬場　良隆

松本　義雄

芦塚　安久

山本　秀治

竹馬　　徹

奥村　時春

井上　唯信

電話番号

0957（78）1095

0957（78）0356

0957（78）1870

0957（77）2618

0957（38）3356

0957（36）2177

0957（37）3466

0957（74）2034

0957（74）9424

0957（88）2241

担当地区

国見町多比良地区

国見町土黒地区

国見町神代地区

瑞 穂 町 全 地 区

吾 妻 町 全 地 区

愛 野 町 全 地 区

千々石町全地区

小浜町
（富津・北野・北本町・
南本町）地区

小浜町
（木指・雲仙・山畑・金
浜・飛子）地区

南串山町全地区
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◎
年
金
だ
よ
り

「
こ
ん
な
時
に
は
、

こ
ん
な
手
続
き
を
」

◆
誕
生
月
が
き
た
と
き

年
金
を
引
き
続
き
受
け
取
る
た

め
に
は
、
毎
年
誕
生
月
に
次
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が
な

い
と
、
手
続
き
を
す
る
ま
で
の
間
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

必
要
書
類

年
金
受
給
権
者
現
況

届
（
現
況
届
）

●
現
況
届
は
、
年
金
を
引
き
続
き

受
け
る
た
め
の
権
利
が
あ
る
か

ど
う
か
を
毎
年
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

●
誕
生
月
の
初
め
ご
ろ
に
自
宅
に

送
付
さ
れ
る
現
況
届
に
、
氏

名
・
住
所
な
ど
必
要
事
項
を
記

入
し
、
期
限
ま
で
に
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
へ
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限

誕
生
月
の
末
日

◆
住
所
や
年
金
の
受
取
場
所
を
変

え
る
と
き

年
金
は
、
希
望
し
た
金
融
機
関

や
郵
便
局
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
住

所
や
年
金
の
受
取
場
所
を
変
更
す

る
と
き
は
、
す
み
や
か
に
次
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

年
金
受
給
権
者
住

所
・
支
払
機
関
変
更
届

提
出
先

最
寄
り
の
社
会
保
険
事

務
所

※
住
所
が
変
わ
る
と
き
は
、
旧
住

所
の
郵
便
局
に
も
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

注
意
事
項

支
払
機
関
を
銀
行
な

ど
の
金
融
機
関
な
ど
に
変
更
す
る

と
き
は
、
そ
の
金
融
機
関
で
預
金

通
帳
の
記
号
番
号
に
つ
い
て
証
明

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵

便
局
の
「
郵
便
振
替
」
に
変
更
す

る
と
き
は
、
郵
便
局
で
郵
便
振
替

口
座
の
口
座
番
号
に
つ
い
て
の
証

明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
年
金
証
書
を
な
く
し
た
と
き
な

ど「
年
金
証
書
」
は
、
年
金
を
受

け
る
権
利
の
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
も
の
で
す
。
各
種
の
届
出
や
年

金
相
談
の
と
き
に
必
要
で
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
万
が
一
、「
年
金
証
書
」

を
汚
し
た
り
、
な
く
し
た
り
し
た

場
合
に
は
、
次
の
手
続
き
を
行
い
、

再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

年
金
証
書
再
交
付
申

請
書

提
出
先

最
寄
り
の
社
会
保
険
事

務
所

◆
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

結
婚
や
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
り

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
次
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

必
要
書
類

年
金
受
給
権
者
氏
名

変
更
届
（
氏
名
変
更
届
）

提
出
先

最
寄
り
の
社
会
保
険
事

務
所

注
意
事
項

「
氏
名
変
更
届
」
の

証
明
欄
に
市
区
町
村
長
の
証
明
を

受
け
る
か
、
ま
た
は
「
氏
名
変
更

届
」
に
戸
籍
の
抄
本
か
住
民
票
を

添
付
し
、
必
ず
「
年
金
証
書
」
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
氏
名
変
更
届
」
に
住
民
票
コ

ー
ド
を
記
入
し
た
と
き
に
は
、

市
区
町
村
長
の
証
明
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

◎
老
人
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き
は

届
け
出
を

市
の
老
人
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
人
は
、
保
険
の
種
類
に
関

係
な
く
、
保
険
証
の
内
容
に
変
更

が
あ
っ
た
と
き
は
市
役
所
（
各
総

合
支
所
）
に
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

保
険

証
、
老
人
医
療
受
給
者
証
、
印
鑑

提
出
先

市
役
所
保
険
年
金
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

保
険
証
の
内
容
が
変
わ
る
例

●
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

と
き
、
ま
た
は
扶
養
家
族
に
な

っ
た
と
き

●
職
場
の
健
康
保
険
の
加
入
者
本

人
が
転
職
し
た
と
き
、
ま
た
は

退
職
し
た
と
き

●
会
社
が
合
併
し
た
と
き

●
会
社
の
あ
る
市
町
村
が
合
併
し

た
と
き
（『
南
高
』→

『
雲
仙
』

の
よ
う
に
、
保
険
証
の
記
号
が

変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

●
諫
早
社
会
保
険
事
務
所

1
0
9
5
7
（
25
）
1
6
6
1

●
保
険
年
金
課
　
老
人
医
療
班

保険年金課◎

・年金だより
・老人医療受給者の皆さまへ
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子どもたちの体力向上を目的としたスポーツ
選手ふれあい指導者事業「雲仙市水泳教室」が、
６月11日にみずほすこやかランドふれあいプー
ルで開講しました。開講初日のこの日は、文部
科学省と日本体育協会の協力で、講師にアテネ
オリンピック出場の長田友喜子さんが登場。子

どもたちに基本的な泳ぎ方などを熱心に指導してい
ただきました。
この教室は、市内の小学３・４年生を対象に、雲

仙市水泳連盟が主催。６月に全10回の教室を開催し、
連盟の講師が実技指導などを行いました。

↓講師の長田さんからクロールの手の動きを教わりました

↑開講式では、長田さんがオリンピ
ック秘話などを披露

↑申込参加者は51人。真剣に泳ぎを
学びました

水と親しみ、体力アップ
雲仙市水泳教室

世界一の太鼓集団、TAO（タ
オ）の公演が６月２日に南串山町
のハマユリックスホールで開催さ
れ、迫力ある演奏やパフォーマン
スが繰り広げられました。約800

席ある客席は満席。公演を心待ち
にしていた観客で埋め尽くされま
した。雲仙市は、県内でも太鼓集
団が盛んな地域の一つ。太鼓がよ
り市民に愛され、市の活性化につ
ながることが願われます。

市をドン♪ドン♪活性化
TAO太鼓公演

JICA（国際協力機構）外国農業
技術者９人へのバレイショ栽培技
術についての研修が、４月14日に
愛野町で行われました。研修を受
け入れた愛の町農友会は、バレイ
ショの生産安定技術についてのプ
ロジェクト活動の成果を紹介。研
修生は、「この研修で学んだこと
を自国民に伝えたい」と笑顔で話
し、とても有意義な研修となりま
した。

バレイショの生産技術、海外へ

愛の町農友会、
JICA外国農業技術者研修

旧瑞穂町の交流町だった東京都
瑞穂町の元職員で、自転車で日本
一周を目指す栗原孝二さんが、５
月12日に瑞穂総合支所を訪れまし
た。４月末に自転車で東京を出発
後、わずか３週間で本市へ到着。
「日本全国から絵はがきを届けま
す」と元気に話された栗原さんは、
61歳。７月下旬の帰着を目指し、
愛車（自転車）での長旅を楽しま
れています。

夢をパワーに全国めぐり

東京都瑞穂町元職員、
自転車で日本一周

↓約２時間、TAOの魅力に酔いしれました ↓栽培方法や病害虫対策など、活発な質問がありました ↓島根県や京都府の旧瑞穂町にも訪問予定です
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↓真心こもった車いすが手渡されました（川床小学校） ↓あまりの大盛況に、売り手も買い手も大忙し♪

EM泥団子の投入による川の浄
化活動が、愛野町の商工会婦人部
と婦人会、小学２年生によって５
月25日に行われました。この泥団
子は、有害物質を浄化し水質を向
上させる効果があるEM菌で作っ
たもので、商工会婦人部と婦人会
のお手製。参加した約80人は、
「川がきれいになりますように」
と願いを込め、EM泥団子を川に
投げ込みました。

きらめく心で川をきれいに
愛野町今木場川の浄化活動

劇団風の子九州による児童劇
「３ちゅうvery much!?」（長崎
県青少年劇場）が、５月30日に
千々石第一小学校で、６月２日に
西郷小学校で、市内の小学生を対
象に開催されました。楽しいリズ
ミカルな舞台展開に、子どもたち
はくぎ付け。この劇には、楽しい
内容の中にも「生き物の命を大切
にすること」などの深いメッセー
ジが込められています。

子どもへの思いを劇に乗せて
長崎県青少年劇場

南串山町で漁業を学んでいるイ
ンドネシア人研修生と小浜高校の
生徒が５月11日に交流会を開催し
ました。交流会では、研修生が勉
強している日本語での自己紹介か
ら始まり、お互いの国のことにつ
いて質問したり、歌に合わせて踊
ったりしながら親睦を深めまし
た。なお、研修生は今後、東シナ
海などで漁業の船上研修を行い
ます。

歌って、踊って、笑顔で交流

小浜高校・インドネシア漁業
研修生交流会

↓愛野町の今木場川に元気いっぱい投げ込みました ↓子どもたちの明るい笑い声に包まれました ↓互いの国を紹介後、みんなで記念撮影しました

地元特産品の消費拡大を目的とした恒例の瑞穂町
特産品まつりが、６月11日にみずほすこやかランド
ふれあい広場で行われました。会場には、メロンや
スイートコーンなど、新鮮で安価な地元特産品が所
狭しと並べられ、開場前から長蛇の列ができました。
各ブースでの試食や試飲、瑞穂米の無料配布なども
大好評で、大にぎわいの１日となりました。

地元特産品を召し上がれ
第21回瑞穂町特産品まつり

吾妻町のボランティアグループ「あすなろ」が、
５月10日に空アルミ缶回収代金で購入した車いすを
町内の川床小学校と吾妻中学校に寄贈しました。
「あすなろ」は、身体障害者への福祉活動や環境美
化に取り組んでいるグループで、会員は30人。寄贈
は、昨年10月に同町大塚小学校へも行われており、
学校で緊急時や総合学習で活用されています。

真心こもった車いすに感謝
ボランティアグループ「あすなろ」車いす寄贈
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お
し
ゃ
れ
な
避
暑
地
と
し
て
に

ぎ
わ
い
、「
ハ
イ
カ
ラ
さ
ん
の
街
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
70
年
か
ら
80
年

前
の
レ
ト
ロ
な
情
景
が
よ
み
が
え

り
、
雲
仙
の
街
は
懐
か
し
い
時
代

へ
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
ま
す
。

こ
の
夏
、
涼
し
い
雲
仙
で
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
U
N
Z
E
N
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

期
間

７
月
26
日
〜
８
月
20
日

場
所

雲
仙
温
泉
街
一
帯

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
】

日
時

７
月
26
日
（
水
）

場
所

ハ
イ
カ
ラ
レ
ト
ロ
館
（
雲

仙
お
山
の
情
報
館
別
館
）

内
容

●
雲
仙
レ
モ
ネ
ー
ド
試
飲
会

●
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
ポ
ル
ト

ガ
ル
友
好
コ
ン
サ
ー
ト

●
お
や
つ
物
語
（
一
部
）
試
食
会

●
レ
ト
ロ
衣
装
や
チ
ア
か
ご
を
使

っ
た
パ
レ
ー
ド

【
ハ
イ
カ
ラ
レ
ト
ロ
館
】

「
ハ
イ
カ
ラ
さ
ん
の
街
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
時
代
の
写
真
や
資
料

の
展
示
、
D
V
D
の
上
映
が
行
わ

れ
、
懐
か
し
い
時
代
へ
と
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
ま
す
。

日
時

期
間
中
毎
日
　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
30
分

【
ハ
イ
カ
ラ
写
真
館
】

３
歳
か
ら
大
人
ま
で
、
館
内
で

約
40
着
の
中
か
ら
好
き
な
ド
レ
ス

を
着
て
、写
真
撮
影
が
で
き
ま
す
。

（
無
料
）

日
時

期
間
中
毎
日
　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
30
分

【
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ラ
イ
ブ
】

週
末
を
中
心
に
、
温
泉
街
で
音

楽
ラ
イ
ブ
、
郷
土
芸
能
な
ど
で
盛

り
上
が
り
ま
す
。

※
雨
天
中
止

日
程

７
月
29
日
（
土
）、
８
月

５
日
（
土
）、
８
月
12
日
〜
14
日
、

８
月
19
日
（
土
）

時
間

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

【
夏
休
み
体
験
講
座
】

ハ
イ
カ
ラ
レ
ト
ロ
館
内
に
て
、

シ
ー
ガ
ラ
ス
（
海
岸
に
流
れ
て
い

た
ガ
ラ
ス
）
で
、
ラ
ン
プ
や
ア
ク

セ
サ
リ
ー
な
ど
を
作
り
ま
す
。

（
有
料
）

日
時

期
間
中
の
金
・
土
・
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

【
ド
レ
ス
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
】

ハ
イ
カ
ラ
写
真
館
に
て
撮
影
さ

れ
た
方
を
対
象
に
、
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
、
撮
影
の
際
に
、
写
真
を
出

品
し
て
く
だ
さ
い
。
入
賞
さ
れ
た

方
に
は
、
素
敵
な
景
品
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
ハ
イ
カ
ラ
レ
ト

ロ
館
受
付
に
て
応
募
用
紙
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
社
）
雲
仙
観
光
協
会

1
0
9
5
7
（
73
）
3
4
3
4

問
い
合
わ
せ

ル
ネ
ッ
サ
ン
スU

N
Z
E
N

う

ん

ぜ

ん

へ

出
か
け
ま
せ
ん
か

人口

男

女

世帯数

51,246人

24,305人

26,941人

16,404世帯
5月末現在（住民基本台帳）

　県南地域医療安全相談センタ
ーでは、患者さんなどからの医
療に関する苦情や相談を受け、
助言や相談先の紹介を行ってい
ます。秘密は厳守されますので、
安心してご相談ください。

相談受付時間　平日の午前９時
～午後５時30分（電話、来所ど
ちらでも受け付けます）
所在地　県南保健所総務企画課
内（島原市）

相談・問い合わせ
県南地域医療安全相談センター
10957（62）3287
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雲
仙
諏
訪
の
池
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
で
は
、
星
空
観
察
会
が
毎
週

開
か
れ
て
い
ま
す
。

大
型
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
月
・

惑
星
・
恒
星
・
星
雲
・
星
団
な
ど

を
観
察
し
ま
せ
ん
か
。
た
だ
し
、

雨
天
・
曇
天
・
雷
時
に
は
中
止
し

ま
す
。

日
時

毎
週
土
曜
日
　
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
30
分

※
予
約
・
料
金
は
不
要
で
す
。

雲
仙
諏
訪
の
池
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー

1
0
９
5
7
（
76
）
5
0
1
0

認
知
症
の
方
の
体
験
に
耳
を
傾

け
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
認
知
症

ケ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
な

た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
21
日
（
金
）

午
後

７
時
〜
９
時
（
受
付
18
時
30
分
）

場
所

島
原
市
有
明
総
合
文
化
会

館
「
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
」

講
演
内
容
　
「
認
知
症
と
明
る
く

生
き
る
」
…
認
知
症
の
本
人
と
医

師
、
作
業
療
法
士
に
よ
る
ト
リ
オ

講
座

県
南
保
健
所
　
地
域
保
健
課
　
保

健
福
祉
班

1
0
９
5
7
（
62
）
3
2
8
7

平
成
21
年
５
月
ま
で
に
「
裁
判

員
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。
参
加

は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
31
日
（
月
）

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
40
分

場
所

島
原
裁
判
所

内
容

・
ビ
デ
オ
「
あ
る
放
火
事
件
の
審

理
」
上
映

・
長
崎
地
方
裁
判
所
裁
判
官
に
よ

る
裁
判
員
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
解

説
定
員

33
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
に
て
受
け
付
け

申
込
期
間

６
月
26
日
〜
７
月
24

日長
崎
地
方
裁
判
所
島
原
支
部
　
庶

務
係

1
0
９
5
7
（
62
）
3
1
5
1

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

裁
判
員
制
度
説
明
会

認
知
症
講
演
会

「
認
知
症
と
明
る
く
生
き
る
」

●納期限は、７月31日（月）です。

７月は

の納入月です。
固定資産税（２期）・
国民健康保険税（１期）

口座振替を利用される方は、口座の確認をお願いします。

　元NHKキャスターの頼近美津子さんと、
バラエティあふれる活動が全国的に注目さ
れるピアニストの中川賢一さんによる読み
聞かせコンサートが開催されます。
　本格的なクラシックを親子で気軽に楽し
めますので、ぜひお越しください。
日時　９月２日（土）　午後３時～
場所　国見町文化会館
チケット料金　１人500円（全席自由）
※市教育委員会、各分室で７月中旬から発
売します。

問い合わせ
教育委員会　生涯学習課
10957（37）3113

���� �
詳
し
く
は
本
紙
２
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

今
月
か
ら
市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

７月１日の組織再編
で、部署の場所や問い
合わせ先が、一部変更
になっています。
来庁やお電話の際に
は、ご注意くださいま
すようお願いします。

星
空
観
察
会
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記
念
館
で
は
、
次
の
と
お
り
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

〈
オ
ー
プ
ン
４
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〉

期
間
中
、
有
料
入
場
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
抽
選
で
素
敵

な
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
間

７
月
15
日
〜
８
月
31
日

〈
小
中
学
生
夏
休
み
学
習
が
ま
だ

せ
プ
ラ
ン
〉

県
内
の
小
中
学
生
は
入
場
料
半

額
（
同
伴
者
は
２
割
引
）
に
な
り
、

有
料
ゾ
ー
ン
入
場
者
に
は
、
学
習

用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
進
呈
。

期
間

７
月
15
日
〜
８
月
31
日

〈
第
２
回
平
成
新
山
絵
画
展
〉

市
民
が
描
い
た
平
成
新
山
の
絵

画
を
展
示
し
ま
す
。

期
間

７
月
10
日
〜
９
月
10
日

〈
平
成
新
山
が
ん
ば
ラ
ン
ド
〉

九
州
大
学
地
震
火
山
観
測
研
究

セ
ン
タ
ー
の
学
生
と
一
緒
に
学
習

し
ま
せ
ん
か
。
ど
ち
ら
の
教
室
も

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
夏
休
み
親
子
火
山
実
験
教
室

火
山
現
象
や
自
然
現
象
を
楽
し

い
実
験
を
通
し
て
分
か
り
や
す
く

学
習
し
ま
す
。

日
程

７
月
22
日
（
土
）、
23
日

（
日
）

申
込
締
切

７
月
15
日
（
土
）

●
夏
休
み
親
子
火
山
学
習
教
室

普
賢
岳
に
登
山
し
、
火
山
や
自

然
に
つ
い
て
現
地
で
実
物
を
見
な

が
ら
学
習
し
ま
す
。

日
程

７
月
30
日
（
日
）

申
込
締
切

７
月
23
日
（
日
）

〈
夏
休
み
D
V
D
上
映
会
〉

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
、
火

山
や
自
然
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
を
上
映
し
ま
す
。

日
程

夏
休
み
期
間
中
の
土
・
日

※
中
止
の
場
合
あ
り

〈
平
成
新
山
が
ん
ば
ラ
ン
ド
活
用

推
進
助
成
金
制
度
〉

雲
仙
岳
災
害
記
念
館
に
入
場
す

る
県
内
の
小
中
学
生
の
交
通
費
を

助
成
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

雲
仙
岳
災
害
記
念
館

1
0
９
5
7
（
65
）
5
5
5
5

看
護
学
校
に
入
学
を
希
望
し
て

い
る
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族
な
ど

多
数
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
10
日
（
木
）

・
第
１
回
…
午
前
10
時
〜

・
第
２
回
…
午
後
１
時
〜

場
所

島
原
市
医
師
会
看
護
学
校

（
島
原
市
）

内
容

学
校
説
明
会
、
館
内
見
学

島
原
市
医
師
会
看
護
学
校

・
準
看
護
課

1
0
９
5
7
（
64
）
1
6
1
3

・
看
護
課

1
0
９
5
7
（
65
）
0
7
3
0

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

雲
仙
岳
災
害
記
念
館
に
行
こ
う

月

火

水

木

金

土・日

気をつけよう！脱水症

スポーツ時の突然死

子どもの夏かぜ

汗疹（アセモ）

口腔ケアと肺炎

長崎県の性病の実態（女性編） ☆午前９時～翌朝９時までの24時間、
　同じ内容のテープが流れます。

長崎県保険医協会

保健所では、HIV抗体検査の充
実・強化を図るため、利用者の利
便性（時間帯）に配慮した新たな
検査を実施しています。
検査はすべて完全予約制となっ

ています。なお、夜間検査は、前
日までに必ず予約してください。

【HIV抗体検査】
●即日検査
検査の結果が検査したその日に

判明します
日時 毎月第２木曜日（毎月１回）

午後２時～７時
場所 県央保健所（諫早市）のみ
●夜間検査
日時 毎月第３木曜日（毎月１回）

※時間は保健所によって異
なります

場所 県内の各保健所
【クラミジア抗体検査】
対象 無症状の人
日時 HIV抗体検査と同じ日時に

実施
場所 県内の各保健所

申し込み・問い合わせ
県南保健所　地域保健課　
健康対策班
10957（62）3287

サマージャンボ宝くじの

購入は　　　　で！

サマージャンボ宝くじの

購入は　　　　で！

　サマージャンボ宝くじが７月13日から発売され
ます。県内で販売された宝くじの収益金は、道路
や学校、公園の整備などの県内さまざまな事業に
使われています。特に、今回のサマージャンボ宝
くじは、市町村振興を目的に発売されるもので、
その収益金は、市町村振興のための事業に直接役
立てられます。ぜひ、県内で購入しましょう。

発売期間　７月13日～８月１日
価　　格　１枚300円
当選本数
●１等（２億円）……………………  42本
●１等の前後賞（５千万円）………  84本
●２等（１億円）……………………126本
●３等（１千万円）…………………420本
●ハッピーサマー賞（１万円）…  42万本
抽 選 日　８月11日（金）

問い合わせ　長崎県財政課　1095（895）2171

県内

島
原
市
医
師
会
看
護
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

無料・匿名による
HIVHIV、、クラミジアクラミジア

抗体検査抗体検査
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６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間
」
で
す
。
日
本
国
内
で

就
労
す
る
か
ぎ
り
国
籍
を
問
わ

ず
、
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
含
む
）
は
労
働
基
準
法
な
ど

の
労
働
関
係
法
令
の
適
用
を
受
け

ま
す
。
外
国
人
労
働
者
な
ど
を
雇

用
す
る
事
業
主
の
方
は
、
外
国
人

労
働
者
を
含
む
全
て
の
労
働
者
の

適
正
な
労
働
条
件
の
確
保
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
外
国
人
の
方
を
新
た
に

雇
い
入
れ
る
と
き
は
、不
法
就
労
を

防
止
す
る
た
め
に
在
留
資
格
な
ど

の
確
認
を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

長
崎
労
働
局

・
労
働
基
準
部
監
督
課

1
0
９
5
（
8
0
1
）
0
0
3
0

・
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課

1
0
９
5
（
8
0
1
）
0
0
4
2

農
業
す
る
人
・
し
た
い
人
、
関

連
団
体
・
企
業
へ
就
職
し
た
い
人

へ
の
農
大
教
育
内
容
や
学
費
・
入

試
な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

８
月
７
日
（
月
）

午
後

１
時
〜
２
時

場
所

島
原
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
（
島
原
市
）

申
込
方
法

電
話
に
て
受
け
付
け

申
込
期
間

７
月
10
日
〜
28
日

長
崎
県
立
農
業
大
学
校
　
教
務
課

1
0
９
5
7
（
26
）
1
0
1
6

県
で
は
、
森
林
環
境
保
全
税

（
仮
称
）
の
創
設
を
検
討
し
て
お

り
、
新
税
に
関
す
る
県
の
考
え
の

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

●
８
月
３
日
（
木
）

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

諫
早
文
化
会
館
（
諫
早
市
）

●
８
月
４
日
（
金
）

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

森
岳
公
民
館
（
島
原
市
）

長
崎
県
林
務
課

1
0
９
5
（
8
9
5
）
2
9
8
3

問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

県
民
参
加
の
森
林
（
も
り
）

づ
く
り
地
域
説
明
会

休
日
在
宅

当
番
医
＋☆変更される場合がありますので、

　電話連絡後、受診してください。

２日

９日

16日

17日

23日

30日

松 本 医 院
天 野 医 院
中 村 眼 科 医 院
松 藤 医 院
愛 野 記 念 病 院
京 泊 馬 場 医 院
松 尾 胃 腸 科 外 科 医 院
城 代 医 院
梅 津 医 院
泌尿器科・皮ふ科　菅医院
本 田 医 院
菅 医 院

0957（36）0053
0957（37）2015
0957（36）1060
0957（74）2006
0957（36）0015
0957（88）2050
0957（78）1000
0957（37）2032
0957（78）5156
0957（88）3151
0957（78）2768
0957（74）2457

愛 野 町
千々石町
愛 野 町
小 浜 町
愛 野 町
南串山町
国 見 町
千々石町
国 見 町
南串山町
国 見 町
小 浜 町

日 医 療 機 関 電話番号 町 名

　日本の労働災害による被災者数は、
長期的には減少しているものの、今
なお年間54万人以上で、死亡者数は、
1600人に及んでいます。全国安全週
間は、産業界における自主的な労働
災害防止を推進するとともに、広く
一般の安全意識の高揚と安全活動の
定着を図ることを目的に、昭和35年
から実施されています。
　今年度は、「全員参加でリスクの
低減　確立しよう『安全文化』」を
スローガンに、労働災害防止に向け
た取り組みを積極的に展開します。
　この週間を契機に、それぞれの職
場において、労働災害防止の重要性
についてさらに認識を深め、安全活
動の着実な実行に努めましょう。

厚 生 労 働 省

農
業
大
学
校
説
明
会

外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇

用
・
労
働
条
件
の
確
保
と
不
法

就
労
の
防
止
に
理
解
と
協
力
を

福岡国税局電話相談センターが７月３日から開
設されます。これに伴い、福岡国税局税務相談
室・博多分室・福岡分室・筑紫分室を閉鎖します。
「電話相談センター」においては、電話による

相談のみを行い、面接相談は行いません。面接相
談を希望する人は、最寄りの税務相談室または税
務署をご利用ください。
なお、今回閉鎖される分室以外については、従

来どおり業務を行っています。

●国税の一般的な相談は、電話相談センター、
税務相談室（分室）へ
・電話相談センター 1092（431）5100
・長　崎　分　室 1095（826）8086

●タックスアンサー（税金相談）を活用ください
税の質問にコンピュータが24時間お答えします。
・インターネットによる利用が便利です
（http://www.taxanswer.nta.go.jp）
・電話やファックスを利用する場合に必要な
「タックスアンサーコード表」は税務署の窓
口で配布しています

●国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）
を活用ください
国税に関する法令、法令解釈通達、質疑応答

事例など参考となる情報を公開しています。ま
た、各種税務手続きに関する案内や届出書など
の様式もプリントアウトできます。

問い合わせ
福岡国税局電話相談センター　1092（431）5100

福岡国税局
電話相談センター開設

お詫びと訂正
広報うんぜん６月号に誤りがありました。
お詫びし、下記のとおり訂正します。
申し訳ありませんでした。

●26ページ：吾妻はた揚げ大会
（写真説明部分）

（誤）力作の剣舞箏も大空高く舞いました

（正）力作の剣舞双も大空高く舞いました

市役所　秘書広報課



▼
「
初
対
面
で
言
う
の
も
何
な
ん

で
す
が
」
。
仕
事
帰
り
の
横
断
歩

道
で
、
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、
そ
こ
に

は
、
40
代
前
半
く
ら
い
の
男
性
が
。

「
元
気
な
お
子
さ
ん
を
生
ん
で
く

だ
さ
い
ね
」
そ
の
方
は
、
に
っ
こ

り
微
笑
ん
で
そ
う
言
う
と
、
「
で

は
」
と
隣
を
通
り
過
ぎ
て
行
き
ま

し
た
▼
お
腹
と
と
も
に
大
き
く
な

る
喜
び
、
希
望
。
そ
れ
と
比
例
す
る
か
の
よ
う

に
高
ま
る
不
安
。
長
引
く
体
調
不
良
に
、
そ
の

日
は
何
だ
か
気
が
滅
入
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
方
の
言
葉
で
、
何
だ
か
ス
ッ

と
楽
に
な
り
、
と
て
も
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
に

な
れ
た
の
で
す
▼
ち
ょ
っ
と
し
た
、
何
気
な
い

一
言
。
昔
か
ら
「
口
は
災
い
の
元
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
「
一
言
」
で
大
き
く
救
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
何
気
な
い
言
葉
に
、
き
っ
と
、

そ
の
人
の
人
柄
や
温
か
さ
が
表
れ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
▼
そ
ん
な
思
い
や
り
の
溢
れ
た
一
言
を

何
気
な
く
言
え
る
よ
う
な
人
に
―
。
そ
の
男
性

の
颯
爽
と
し
た
素
敵
な
後
ろ
姿
を
見
つ
め
な
が

ら
、
お
腹
の
中
に
い
る
小
さ
な
小
さ
な
ま
だ
見

ぬ
我
が
子
に
そ
う
願
う
と
と
も
に
、

ま
ず
は
自
分
が
そ
う
あ
り
た
い
と
思

う
の
で
し
た
。

▼
今
回
、
７
月
号
の
編
集
を
少
し
で
す
が
、
担

当
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
自
分
が
編
集
し
た
と
い

う
感
覚
は
な
い
の
で
す
が
、
○奈
さ
ん
か
ら
「
編

集
後
記
、
お
ね
が
い
し
ま
す
ね
」
と
さ
ら
り
と

お
願
い
さ
れ
、
汗
が
。
何
を
書
こ
う
…
▼
汗
と

い
え
ば
、
最
近
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は

夏
が
長
い
沖
縄
に
４
年
間
住
ん
で
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
帰
郷
後
は
こ
こ
の
季
節
の
移
ろ
い
に

よ
り
敏
感
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
今
号
の
編

集
を
し
て
い
る
間
、
私
の
家
の
隣
の
川
で
は
蛍

が
毎
晩
の
よ
う
に
舞
っ
て
い
ま
し
た
。
田
植
え
、

ツ
バ
メ
の
子
育
て
も
季
節
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
風
景
で
す
▼
二
十
四
の
季
節
が
あ
る
と
も
い

わ
れ
る
日
本
。
そ
の
移
ろ
い
を
趣
味
で
も
あ
る

カ
メ
ラ
（
下
手
で
す
が
）
に
収
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
（
城
戸
）

さ
っ
そ
う


